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第 十一 一一 典論携 KL の 方法 

* 十四 世界を ー神敎 とする ために 

弟 十五 -T ッソヌ 9 丨と敵 粉碎の 方法 … 

第 十六 敎有の 廢止 

弟 t 七 法畢 者と 宗敎 家との 信用 失蜃の 方法 

第 十八 泥亂の 脖生 

第 十九 民龙と其の指導者 

第一 一十 金， 融 

第 lit I 公懂と借款 

弟 II 十二 國 際金權 支配の 謳 祉 

第二 十 111 國際 金權の 金縛り 

* 二十 四 吾等の 王 



解 .說 

<1) プ o ト nl ルの 沿革 

革命は 猶太 人の 本性で ぁる。 革命とは 猶太 民族 自らの 革命で ない。 猶太 人の 多數 又は 若 千が 居住 
.する國に於ける革命でぁる。卽ち世界革命のことでぁ 5 。更に、世界制掘が彼等の目的でぁる 
猶太 人 e 革命的 本性 に 關 しては、 猶太 人 側に 多數 g 文献が—。 卑近な 例で も •ヘル ナル •ヲ ザ丨 
ル、 H ペル ラン 等 S も G が— が、 猶太 人 G 世界 革命の 野望を 最も 深刻に 現した のは、 
「シオン 聖賢の プ 0 トコ ー ル」 でぁる。 . 
「シオン 聖賢の ブロ トコ-ル」 と 謂 ふ 書物が 一度 出版され ると、 それは 各國に 流布され た。 

一九 一九 年 e 終りに 英京 ロンドンで 「猶太 禍」 と 謂 ふ 小册 子が 出版され た。 之は 今世紀の 始めに 
* 西® 人 セへ ゲ ニルスに 依つ て S された ブロ トコ 丨 ルの 斷片の 英譯で t 。 

此の 英教八 S 許® ' S 小冊子％ 何に® 時 s 英國を 麗し态 は、？ し 4 を 書か 茂 答の 倫 

教タィ ムスで 5 へ ニ段拔 きの 長 論評を 掲載した ことで も 判る。 タィ ムスは ブ コト ー ルを 分析し 
て 其の 内容を 吟味した。 同時に プロ トコ ー ルに 對 する 猶太 人 側の 異議と 辭解 とを 商 置した。 



1 一 

夕' r A K 臼く 

「此 p 小冊子は 公平に 仔細に 批刊 を耍 する に拘らず、今日迄殆ど不問の«に通つてゐる。 » 太派 
の機關 紙は 此の 小冊子の 本性 *: 赛露 すると 謂 ふて、 其の * 際に 發 表した ものは 此の 小冊子の 著 
者が無名だと謂ふ如き*瑱末な點に鎚んだだけのものである。何人をも滿足させる撤底的のも 
のは |も出ない許0でなく、彼等は全く此のブ 〇 トコールの內容に觸れて居ない。」(若宮氏著 
「猶太 人 問題」 七 六頁參 照) 

此の 英譯 本が H ア •アンド •スボ テ スウ， ドから 出版され ると* 殆んど 時を 同じく して獨 波では 
ゴットフリート.ッル.ぺークに依つて獨譯され、「シオン聖賢の祕訣」と謂ふ題で出版された。 
赏時の獨逸の外相插太人ラテナゥが殺 3 れたのは、此の獨譯のブ 0 トコールが與つてカあつたと 
謂 ふ。 此の 理由で 其の 出版者は 時の 社會黨 政府から 五 首 馬克の 罰金を 課せられた。 

此の 獨譯 本の 序言には セル ゲ • _| ル スと其の露譯に關する說明があつた。其5大略は次の通だ。 
「セル ゲ， _|ルスは非常に畢究的で博畢であつた。彼は當時ウクラィナに定住して居.たが、彼 
の佛蘭西文で軎かれたブロトコールの断片を手に入れ、それを露譯したのは1九〇1年の £ と 
である。 



シオン 聖賢の ブ 0 ト n 丨 ルの 第一 版 tt 一 九 〇五年にぺトロスブルグで1|ル|<の著 * 「小事中 «? 
大事— 焦眉の 政治問題と しての 反 基督 敎」 e 附錄 として 出版され た。 此 Q 本は 其の後 「吾等の 
災厄の 窨」 と 謂 ふ 題で 再刊され、 著者の 名 もな しに 現 はれた。. 一九 〇七年には霣作家プートミ 
が 「人類の 敵」 と 謂 ふ 題名で、 プロ トコー ルの 新譯 を 作り、 ベ トロ スブルグの聾椏協會の印刷 
所で 印刷 さした。 又 別 版. がー 九 一一 年 セント •セル ゲ朝 時代に |1ルスの援助 5 : 以て出版され 
た。 其の 第二 版は 一九二 一年に， 第三 版は 一九 I 七 年に 篇 されて 居る。 

ルオ 11 內閣の 時と、 ケレン スキ ー の 天下の 時に 速 國の瞥 察は 書店に 發 見され る プロ トコ ー 
ルの 残部を 淺らず 押收燒 却し' プロ トコ— ルの 所持者を も嚴 罰に 處した 。」 

英國 博物館に 所 瓶す る ものは 一九 ◦五 年ツ T ル コイ •ス p で 印刷され たもので ある。 

一九 一七 年米國 ボストンで 英譯 された ものには セル ゲ • _1 ルスの ブ I ロト n — ルの 起原に 關 する ^ 
明が ある。 

「パ ーゼル で 開催され た 猶太 シオ-一 ストの 第一 回の 會議 の 議事 錄は 一九 0 1 年に 露 西亞の 中部 
シェル ンの 貴族 アレ キス • _| n ラ ェヴィ ッチ •スホ ー ティンが 祕密に 寫し || ルスに 渡した もの 
である。 K ホー テインは _| ルスに プ ロト n 丨ルの 中ょり 基督 敎 を守るに必要な部分のみを拔萃 
• > H 
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し、 政治問題を も 無視す る やぅ 要求した。 

セル ゲ •アレ キ サント B ヴィ ッチ 大公は 一-ル K Q 文書の 爸 付を 受けた が •「時 旣 に遲し_| と 謂 ふ 
簡單 なる 言葉を 添へ て 返送した。」 

プロ トコ— ルの 断片が 如何にして スホ丨 ティンの 手に入つ たか、 之には 獵寄的 挿話が あるが， 說 
者に 依つ て 順序％ 多少 相違す るので 管 S & 置く e とが 出來 ない。 

1 べき こ—、 一八 九 七 年 マゼルに 於て 開催され 51- スト！ S 事— 類 入— か 
ら盜まれ 含と で f 。 一 九 〇| 年 ef „ スト の 回章は、 ヘルツル 博士が le 秘密が 餘 
り 信 賴出來 ない 人物に 拽れ たこと を 痛く 溢して ゐると 報じた。 

ブロ ト n - ルは | 度 f で 翻 f れ 問題に— と、 佛蘭 西に 移 り、 洪牙 利に 移り、 波 蘭に 移り、 , 
壤太 利、 伊太利- 獨 逸に 移り、 騷 ぎを 大きく した。 米國 でも ブト ナム 商社と ルイス* 了 シャル 
との 有名な 事件が 起つ た。 日本で も それ ±り 四 五 年後に 完譯が 出版され た。 

(ニ) ブロ トコ ー ル' の 眞銘 

ブロ トコ-ルが 猶太 人 Q 筆に なつた と 謂 ふ 主張に 對 して、 猶太 人は 熱心に 異說— へた。 之に 闕 
して モス n ウの猫 太 死 » 執行 人の 手ょ b 奇 » 的に 逃れた-露 人は. 「ラ •ヴィ X ユ •フラン X 」 ~ 



九五猇 に 次の 記事を * いた。 

「猶太禍とは、長い間の硏究と準_とから成立 0 たプランに依 0 て播太人が世界征服をするこ 
と' でみ る。 プ p トコ 上 QS に對 して 批列 をす t とは、 單 なる 氣 晴らしに 過ぎない。 最も 
重大な ことは、 プロ トコ-ル 其の物 S 傾で なく、 ブロ トコ 1 ルの 豫 言が 如何に 玉-確に 吾等の 
目の前に 實現 せられつつ あるかと 謂 ふこと である。* 

一八 六 九 年 ブラ 1 ダ® 太 人 墓地に— 1 敎會長 シメオン •ベン •イ ホダ S 墓前で ライヒ ホル 
ン 法師が 嚣 した 言葉と プ n トコ-ルと e 相似 性 a 不思議で—。 此の 演說 は？ ド クリフに 
依つて出版された。彼は其の一生を此の出版事業に，打込んだ。.決鬪で倒れたラッサールは5丨 
ドク リフを ライヒ ホルン 法師に 引合は じたので ある。 ライヒ ホルンの 言葉は プ 13 トコ 1 ルの 中 
にもつと詳し乂述ぺられてゐる。 

猶太 人 レイナ ック 、リユ シ J •ゥ ォルフ 等が 如何に 筆を 振 つても-九 〇 五 年に 印刷され たブ 
u ト n - ルの 內容と 一九 一 E 年 以後 各 困に 起つ た 事 實と の 間に 一脈の 共通 點が 見出される と 謂 
ふ 印象を 弱める ことは 不可能で ある。」 

プ ロト n - ルが 眞に 猶太 人 e 筆 y なつた も G であ ►■.威は 爲 yx とする 者 6® 作で あるか、 

S 
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其の 何れに 拘&ず 、プロ トコ— ルが 猶太 人の 世界 革命の ブロ グラムを 代表す る ものである ことに 
異論は ない。 其の豫 言 的 性質と 過去に 於け る 或 種の 祕密 結社の 取決めに 恐ろしい 程 似通つ てゐる 
點とで 、ブ 口 トブー ルは 秘密結社 g 內部 事情に 精通し、 其の 理想を 結社 特有の 言葉で 發 表し 得る 
者の 筆に なつた ことは 明らかで ある。 

一八 六 四 年に 「マキ ャヴュ ルと モンテ スキ 1 1 との 間の 地獄の 對談」 と 題す る 書物が、 モリス • 

ジ • 9に 依つ， て 出版され たが、 此の # と ブロ ト n 丨ルと の 類似は 偶然とは 謂は れな い 程で ある。 
倫敦タ ィム スも 一九二 ニ 年 八月には プ ロト n I ルに 關する 記事に 於て， n ルスは モリス •ジ *=v 
の著畜の大部分を寫しとつたものであるとさへ言つたこともある。 

最近に なつて、 獨逸の フラィ シャ .ゥア I 大佐 i 猶太 人との 間に、 プ a トコ ールの 眞 僞に對 する 裁 
#IJ が 提起され、 數年に 亙つ て瑞西 ペル ンで爭 はれた。 此の 時までは、 事實 を 以て ブ a トコ— ルの 
E 銘を證 する 以外には、 その 眞銘 を證 する 方法が なかつ た。 卽ち 政洽 上の 各種 S 事件， 特に 最近 
數十年 « 1 に於ける事件が，猶太人とフラン*マッソヌ91に影«されてゐること、之等の事件が 
ブ B トコ ールの指示する通りに展開さふてること'又超》家的祕密カの活動がノブ 0 トコール& , 
褒 表する 精神と 目的と に全く1致してゐることが、容易に判斷されたのである。 



併しながら’ プ ロト T ルが 猶太 人に 編まれ、 描 太 人の 改革案と して 認められて ゐ たこと を 直接 
に證 明す る 方法は、 ベル* ンに 於け る 栽 判の 間に 可能と なつた。 フライ シャゥ ア丨 大佐に 同情を 有 
ずる 者が' 大佐に 送つ た 資料に 依つ て それが 可能と なつた ので—。 

ブ ロト n - ルが 猶太 人 Q 作品で あ t とは、 一一 一人の 猶太 个ニ 人の 猶太 敎 法師と 一人の 改宗 猶太 
人丨に 依つ て 承認され た。. 

一九 〇ー年、波蘭の小都 7 ! 1 - シ*ッヶン(現在のスコヶ)に猶太敎の助敎師ルドル了フライヒマ 
ンが 住んで ゐ た。 フ ライヒマンの 上には ヴァイル シェン フ * ルト大 法師が ゐたが 、或る時 フライ 
ヒマン は 大 法師に 非常な 侮辱を 受け、 猶ほ 其の 許婚を 手込めに された。 フ ライヒマンは 激昂の あ 
まり* 親友 Q 非 猶太 人 ノス コ ヴ ィッの 許に 走つ た。 彼は 親友の 前で 彼の 悲痛 美へ、 猶太 人の 陰 
謀を 罵倒し、 ブロ トコ ー ルに ついても 暴露した。 

ノス n ヴィッ は、 其の後 一九 〇 六 年に、 彼の 親密な 猶太 敎 法師 グル ン フュルトに ブロ トコ ー ルの 
眞偽に 0 いて訊ねた。グルンフュルト師の回答は全く意味深いものであ 0 た0彼日く「ノスコヴ 
ィッ 君！ 君は 物好き 過ぎて、 知るべからざる ことを 知らぅ として ゐる 。之に ついて 語る 權 利は 私 
にはない。 又 君 も 之 5 いて 知る 欞 利がない。 何ぅ か氣 をつ けて 吳れ 、君が 生命の 危險に 陷るや 



八 

ぅな ことがある といけ ないから。 J 最後の 證人は 租太系 亡命 露 人の サウ Hs* n ンス タン チノ ヴィ 
チ • H フ 0 ンで ある。 H フロンは 早くから オルト ドク クス 派の 基督 敎に 改宗して ゐたが 、猶太 人 
の祕密 は 可成 り詳細に知&'小說に、戯曲に、獮太人を攻擊した。猶太人は彼に復馨するの機會 
を !！ 1 つて ゐた 。其の 時に 露西亞 革命が 起り、 彼は セルビアの サバ， ツ 地方に 逃れた。 彼の ブロ ト 
コールの » 銘についての.暴露は、巴里白系霣人機關紙「共同の目的」に宛てたもので、同紙は其 
の 掲載を 見合は して ゐたが 、ベルンに 於け る 裁判が 開始され ると、 ワシ 9* H スの 好意に 依つ て. 
その 原稿が 關係 者に 送られた e である。 / 

フライ ヒマン 、グル ンフ 1ルト1エフ 〇 ンの三人の猶太人の言葉はブ 〇 ト|11ルの眞銘*^10する 
に 充分で ある。 ペル： >に於ける裁判に就ては兹に詳細を述べない。 

(三) プ D トコ ー ルの 執筆者 

プ U ト n 丨ルが 流布す ると 同時に 此の 豫定 書の 作者が シオ H K ト團 の自稱 創始者 テオドル •ヘル 
ツルで あると 謂ふ說 が 立つ た。 

ブ ロト n 丨ルの 流布と 同時に ブ o ト n 1 ルの 僞作 であると 謂 ふ聲が 、獨太 人 側から 叫ばれた が、 

テオドル •ヘルツルを 糖 護す る 者は 一入 4 ゐなか つた。 ブ ？トコ一ル辯護の戰士の大立物はルシ 

.-1 ..... ' 



アン •ウォルフ 、ジォ ゼフ •レイ ナック、 猶太 法師 ステファン •ワイズ 等で あるが、 彼等は 一人 
としてへルツルを辯護しなかつた。マックス.ノルドーやリシャール*ゴッタイル敎授等はへル 
ツルの最も親しき友人であつたが*1言の辯解の筆も執らなか 0 た。 

歐米の 讀書界 でも 之の 爲に ヘルツルが 眞の 作家で あると 謂 ふこと を 疑 ひ 出した 0 
綿密に調べて昆ると、ブロト =2 丨ルの眞の作者はべルツル.ではない0夫れは左の理由で證明され 
る。 . 

一、 ブロ トコ 丨 ルは 最初へ ブライ 語で 書かれた ので—。 之は 専門家の 調査 のみでな く 二八 九 
〇 年頃 オデッサに 住む •た 人で 當時 同市の 潑太 人の 間にへ ブライ 語の ブロ トコ ールが 流布され て 
ゐた のを 見た ものが あり、 後まで 夫れ を 所持して ゐた もの も ある-。 併し テオドル •へ ルツ ルは 
へ ブライ 語に 通じて ゐな かつた。 

ニ、 ブ ロト n 丨ルは 猶太 精神の 旺盛な 者 の筆になつたものであるが、へルツルは猶太的敎育を受 
けた ことは なく、 又 其の 精神に 民族意識を 缺い てゐ た。 

三、 ブ ロト コールは天才の華になるものであるが、へルツルには才氣の縦横はあつても天才の « 
きがな かつた。 / 

九 
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四、 ブ -0 トコールには、非猶太人に對する極度の憎惡を表現してゐるが、へルッルは西洋社會に 
同化した 猶太 人と して 之 程の ft 惡 を 非 猶太 人に 對 して 抱いて ゐな かつた。 . 

五、 ブロ トコ ールの 筆者は 思想家で あり、 猶太 民族の 指導者で ある。 へ ルッ ルは 併し 猶太 民族の 
指導者で なかつ た。 彼が シオ-- ストの 指導者と 叫ばれる 樣に なつた の も 一八 九 七 年の パーゼ ル 
の 會議以 後に 於て である。 

以上の 理由で、 ブロ ト n — ルの 筆者は 外に あると 謂 ふ說 は、 多くの 考證 家に 依つ て唱 へられた。 
プ ロト nl ルの 筆者と して 最も 有力な 嫌疑者は、 私的 生活に 於て は アッシ ャー •ギン ッぺ ルク と. 
呼ぱれ、同族の間に於てア<ド，<丨ム(民族の一人者)の敬語で呼ばれてゐる男である。併 
し 「猶太® 賢の プロ トゴ ー ル」 に 發 表されて 居る 思想の 創作者を アッ シャー •ギン ッぺ ルクで あ 
ると 斷ず るのは- !<きな誤りである。ア*'シャ1*ギンッぺルクは、彼に先立つ全ての時代、全て 
の 世紀の 相 嫌 者で ある。 彼は 熱心に 猶太 哲举の 鎖を 手繰む 寄せた に過ぎない 。彼は 猶太 敎の 上に 
築かれた各思想を吸收したに過ぎ令い。彼は各種の思想を汲んで、其の綜合を作り、プ0トコー 
ルの中に夫れを表現したのみである。 

聖賢 (史 01! 8)と謂ふ言葉は猶太敎法師、-豫言者、思想家等に其の死後に與へられる敬語である丨 



其の 意味から 謂 つても、 ギン ッ ベルクは •「猶太 聖賢の ブロ トコ 丨 ル」 の眞の 著者'^ ない ブロ 
トコ 1 ルは 一 猶太 人の 著作で なく、 民族の 精神の 發露で ある。 、 

最後 t 學會 は' 本ブ m マル 全文を S する に當 り、 主として ロ 1 ジ r ラン ブラン S 修の佛 
譯に 依り、 左の 諸 書を 參考 とした ものである ことを 附言した い。 

Roger La 日 belin; rprotocols: des Sages de Sion. Paris, 1933. 
ulb s. n Q ohier; protocol® des Sages d 、 13 rael. Paris, s 25 . 

Mgr Jouin; Les Protocols des Sages de Sion. Paris, 1927 • 
zeal— Enlightenment League; the ulile (IF). ， 

Victor E. Marsds; protocolB of the learned Elders of Zion. Houston • 一 934 • 

Alfred Rsenberg; se sotokolle der Weisen von Zion und &e Jdf be weltpol—. 

Miin g- ep 5S. 

Gottfried zur Beek; Die Geheinmisse der wfn von Zi 目 . Mfhp 1—. 



ブロ ト n I ル*- 

吾が 主張の 根本 —— 力は 權利を 生む 

單なる言辭をはなれ、各思想を本質から硏究し'比較と演繹とに依り事態を明らかにしょぅ*其 
れ故に 吾等 自らと ゴ ィムへ 桂との 兩 見地から 吾等の 說を 作り上げょぅ。 

下等なる 本能を 有する 者は、 高等なる 本能に 目覺め た 者ょり 數に 於て 遙かに 多い ことは 注目に 値 
ナる 。此の 事實に 依つ. て、* 力と 威嚇と が、 政治 上に 最大 か效 果を收 める ので' 學者の i が 效果 
を收めるのではない。如何なる人間も權カを欲する。彼等は、出來得れば自ら支配者にならぅと欲 
する。而も彼等自身の幸福のために團體の利益を镲牲にしょぅとしない者は、棰く少ない。 

K —— >ィ2 太 1 鼸 太 人が 1 以 5# l?t 

||權カはカてある 

人間と 呼ぶ 殘忍 なる 動物を 馴らして 來た ものは 抑 も 何で あるか？ 彼等を 現在まで 導き 來た もの 
rt 何で あるか？ 



社 # 創玟の初めに於て人間は獸的な暴ヵに屈從した。後に法律に服從した*法律も假面を被 0 た 
裹 力に 外なら ない。 

其れ故に、余は自然の法則に從ひ、權ヵは暴ヵの中にあると結論する。 

11 1 自由主義は 反 0て眞の自由の敵てある 

政治の 自由は 思想で あつて、 事實 ではない。 此の 理想は、 一の 黨派が 政權を 握れる 他の 黨派 を 踏 
み倒す目論見を立て、思想と謂ふ好餌に依つて民心を其.の黨派に惹き寄せやぅとする時に、如何に 
適用すべき であるかを 心得なくて はならない。 政權を 握れる 反對黨 が、 若し 旣 に 自由の 理想 卽ち自 
由 主義に 感觸れ て、 此の 理想の ために 旣 得の 權利の 一部を 抛棄し やぅと する 場合には、 此の 問題は 
更に 容易で ある。 此處に 吾等の 說の勝 利が ある。" 她 »1 6:'- '忙 た權 力と 謂 ふ手锎 は、 自然の 法則に 從ひ 
必ず他の騎手の手に握られる。何となれぱ、人民の盲目は1日も指導者なしに濟ますことが出來ず、 
また新しい權ヵは自由主義に依つて弱められた古い權ヵに取つて代るばかりであるからである。 

四 金力は 宗敎 £» L 、 無政府主義は 群衆 £ « 等の ものと した 

今から後、金ヵは自由主義の支配ヵに取つて代る。曾ては信仰が世を支配した時代もあつた。自 

由の理想は實現さるべきでない。何となれぱ、誰れも適當なる方法で之を用ふることを知らないか 



らである。暫くの間奴等をして自ら治める儺にして充分だ。自治は « て放供となる。斯くて軋槺は 
生じ'軋棟は卽ち社會两爭となり、國家は焰の中に投げ入れ -£> れ、其の偉カは灰燼に歸する。 

國家は其の持前の混亂のために || められ.、內亂に乘じ.た外 «' のた》に瓦解に導かれる。斯くて* 
家は 窮地に 陷 る。 國家は 吾等の 力の 俺と なる • 

- 五金カは吾等の掌中に » る 

吾等の 掌中に ある 資本の 獨裁 は、奴等の前に一本の藁(外«)を差«すので » る。而して奴等は 
.沈む ことを恐れて、嫌でも應でも、其れに鎚らざるを得なくなる。 

六 0的のためには手段£選ぱず 

* 自由の 精神の. 故に、 此の 種の 論議を 不德義 な ものと 考 へる 者が あれば、 余は 反問す る、 「國 家が ニ 
つの方面から敵を受ける揚合、若じ外敵に對して如何なる手段 5: 執ることをも許されてゐるとすれ 
ば、例へぱ攻防の計聳を敵に知らしめず、夜陰に乘じ、又は優勝なる軍を用ゐて敵を破る ?: とも許 
.されてゐるとすれ«、社會の秩序と私有財產制度とを亂す更に不良なる敵に對して'同1手段を用 
■. ゐる C とが 不法で あり、 不道德 である だら ぅか ？ J 
七！！ 政府 iG 宜傳 



如何なる ことも表面的にしか理解せず、非論理的撞着に陰ることを許されて居る群衆にとつて矛 
.盾と屁理屈とは誘感的である。此の時にあた 0 て思*ある忠吿と說服とに依り、群衆を導くことは 
理性的 精神の 良く ところ だら ぅか。 奴等 《、彼等が下潛民であると否\とに拘らず、淺薄な感情、 
盲目的信仰'慣習、傅統及び主觀的說に依つてのみ支配される。奴等は最も論理的及る了解にす -& 
反對する黨派の奴隸となる "0 群衆の決議 (0 全てはまぐれ當5であるか、其れとも、少くとも表面的 
の 多數 決に 依る のみで ある。 政治的 眞相の 無理解の 爲め 群衆は 非 理論的なる 窃決 5: なし、 一種の 無 
政府 狀態は 政府內 に 醱酵 される。 

八 政. 治は iytt t ' 

政治は道德と何等の共通點をも有しない。道德に支配3るゝ政洽家は、 « の意莪の政洽家ではな 
，い。 其れ故に 彼の 政治 上の 權カは 安定で ない。 政治家は 策略と 僞善 とを 用ゐな くて はならない。 民 
衆の 主たる 性質— 正直と 率直— とは 政治 上の 罪惡で ある。 何と なれば、 此等 は最 4 有力なる 敵に も 
.優つて、能 .< 王位を覆すことが.出來るからである。此の性質は奴等獨特のものであるが、吾等は之 
t 棋範 とすべ*! でない。 

九 力は# 利で ある 



吾等の 權 利は 力に—。 「權 利」 なる 言葉は 單 なる 抽象的 命題に 過ぎず" 何等の 論理的 根搣 もな 
.い。 此の 言葉は 單に 次の 樣な 意義を 持つ て 居る に過ぎない。 「吾に 吾が 欲する ものを 與 へよ、 それ 
一! !依つて吾れ自らが汝より强いと謂ふことが證據立てられるやぅにご 

權利は 何處に 始 り.、 何 處 に 終る か。 不完全な 組織を 持つ 國家に 於て は 自由 思想の ために 無數 の權 
利は 失 はれ、 法律 も 政府 も 有名 無實 となる。 而し て斯か る國家 に 於て、 余は 一の 新しい 權利の 成立 
を 見る。 卽ち 一切 Q 旣存 Q 秩序と 規 ^. とを 覆す の 權利 、法律に 手を 下す の權 利、 滴して 一切の 制度 
1: 改造し、 力で 得た 權 利を 自ら 好んで 吾等の ために 拋棄 しよぅと する 者を 支配す るの 檷利が 之れ 
だ。- 

IO « 太祕密 力の 不撓 性 

各國の 政治力が 動拖 して ゐるに 反して、 吾等の 力は 他の 如何なる 力よりも 永續 的で あり、 無敵で 
ある。 何と なれば、 吾等の 檷カは 如何なる 奸策も 之を 根 こぎに する ことが 出來 ない 程に 確立す る 迄 
は 表面に 現 はれない からで ある。 

II 自由主義の 破壤 性、 目的は 手段を 是認す 

吾等が 現に 採用し なければ ならない 一時的 不正 手段から、 確乎たる 政治の 成立と 謂 ふ 善事が 生れ 



' 六 
る だら ぅ •此の 政治は， 自由主義 の爲 め裹 なしにされ て ゐ る 國民 生活の 運縳 を 常態に 復せ しむ 5 で 
あらぅ。 結果は 手段を 是認す る。 吾等が 計* を 遂行す る爲に は、 善事と 道德 とよりも、 必要と 利益 
とに 注意を 拂 はなければ ならない。 吾等の 眼前には、 方針 と戰略的に說明する一の計畫とがある。 
吾等は 此の 計畫 を捨てることは出來ない。何故なら吾等は數世紀の努カの結果を失ふことを恐れる 
からで ある。 

11 1 薄 衆の ' a g 性と！ {氣カ 

吾等の計畫遂行の爲には、群兼 (0 卑劣性と優柔性とを考へる必要がある。群衆が其の生活と其の 
幸福と を 理解し、 尊敬す るの 能力を 缺 いてゐることを考慮する必要がある。又群*の能.カの盲目的 
で’ 非 道理 的で、 推理す る ！ なく、 或は 右に 或は 左 に、耳を傾けること |: 考*する必耍がある* 
盲目者が盲目者を導く時には、只だ斷崖に導くのみである。其の故に奴等の中の成上り者が，如何 
に天才的能カを惠れてゐても、政治的無理解の爲に、全國民を躲らずに指導す《ことを望むことが 
出來 ない。 

|三政治の |« 訣、政黨 0 _カ 

幼時より政治的驯練を受けた人物丈が、政治的賄句と政洽の實際とを解することが出來る。 



貝ら 好む 53 れた 群衆、 卽ち 奴等 e 中ょ® s 成卡者 SSS 3 れた群 S 、 權 力を 爭ふ黨 
派 間の 葛藤と、 其れから 生れ 5 置と si 滅 する K 1。 蠢 に' 内 輪 揉—?、 個人的 利 
害を 度外視した 態度 マ國 事を 處理 して 行く ことは 群衆に とつて 可能で t ぅか。 外敵を 防ぐ こと 
は 彼等に と？ 可能で— ぅか。 其 e 不可能 a 勿論で—。 何と なれば、 一般 群衆 中の 蠢頭胞 の 
所有者が 考案した 計 晝が統 I ひ、 理解され る 1 現される 1 いからで ある。 

I 四獨 裁は 政治の 唯一の 方法で® S 

逮大 tvs — 計 f 實行 し、 政治 機關署 上の 各般の 事？ 處理し 得 S 政 者は 只 だ 一人 
1 である。 故に 國家 にと つて 有益 であ り ■ I 國 家が 議定す る 計 f 遂行す る ことの 出來る 
政府は、 責任— 一個人 e 手に 委ね— べきで t 。 絕翼專 制な しに、 文明は 存在し ない。 政玲 
は 群衆の 業績で なく、 指導者の 偉業で ある。 群衆とは、、 如何なる 場合に も 野 ® 性を 發揮 する 野人 i 
謂 ふので* >9。 自由が 群衆 s 手 y 與 へられた 時には、 其 S 間 K 、 群衆 i 由 美 政府 狀 態に 變へ 
る。 此 e 無政府 狀態は 元々 野 ® 性の 骨頂で ある。 

I 五 暴飲、 人 MQ 1I 點 、放蕩 

ゥィスキーに醉ひ、葡萄酒に自ら 5: 忘れてゐるあの動物 5: 見ょ。彼等には自由と同時に、暴飲0 

七 



八 

權利が與へられて*る。吾等は到底、吾等の间族を此の狀態に置くことが出來ない。ゴィムは强い 
酒に 浸つ て 馬鹿にな つて ゐ る。 奴等 S 靑年は 古典の 過度の 勉強の 爲 に 愚鈍に なり、 其の上 彼等は 吾 
等の 手先、 卽ち 彼等の 富豪の 家庭に 雇れ て ゐる家 底敎師 、下婢、 保姆、 其の 他 及び 彼等の 娱樂 場に 
於ける吾等の婦人に抜て，早くから惡習に誘惑される。之等の婦人の中に、自ら好むで放菡と賛澤 
とを 模倣す る 所謂 r 社交界の 婦人」 を數 へる。 ' 

I 六 猶太 的 マッソンの 原則— 暴力と 俱蕃 

力と 僞善 、之が 吾等の 檩語 でぁる。 獨 り 力の み 政治に 於て 勝利を 得る。 別して 此の 力が 政洽家 に 
必要なる 才能の 中に 鼷れ てゐる 場合に 於て 然 &だ。新勢カの使者の足下に王位を讓ることを欲しな 
い政庇を征服する爲に'暴行强迫は根本的方針でぁり、欺.瞒と僞善とは手段でなけれぱならない。 
此の惡事は、目的の善に達する爲の，唯1の手段でぁる。此の理由で、目的を達成するに資する時に 
は'賄賂、瞞着、奸計等を用ふるに吾等は隳躇しない。政治界に於ては、他人の財產を逋慮なく寒 
ふこと も 心得 •若し 斯く する ことに 依つ て屈從 t 强 制し癯 力を 取得-^ る 場合には、 之を爲 すべ** 
でぁる。 « 

|七 恐怖政治 



此の 平和的 征服— 上 •霉 e 政府 代尝 .へ气 • 1$、 併し 更に 有. 
效な刑 前の 套 を 與 へる e 權 利を 持っ。 此 e 刑罰は 群衆を 恐怖 させ 屈從— に— で I 。 正 
しい、 けれ f 剛直な 1 、最も 容易 S 家 e 偉力を 保っ 原動力で— が、 斯 くす til 
等の 利 等 く、 吾等 ei る。 卽ち 勝利 SIK 、 强_ 行と 1 とは 吾等. 
の 計畫を 實 行す る爲 s 義務で ある。 

打算 主義の 敎理 は、 其 e 敎理が 採る 手段と 同じく 有效で ある。 其の 故に 單に 手段の 嚴 格に 依る ぱ 
かりで なく、 sssy 依？、 吾 sssf f で 1 HG 政府を 蟇 S 政府に 屈 
從 せしめる であ t 。 全て e 反抗 £ 止® る爲 には、 霉 の 不螯 知らし 心れば 充分 だ 
I A 自由、 平等、 友 s i 
古い 時代に 於て、 人民 e 間に 「自由 •平等、 友愛」 S んだ S 吾等で ある。 此 s 言葉は 夫れ 以 

來 、其— 葉 e 好 SS 愛 各所 tl 蠢 si £? f 1 S れ奈 、社會 の 安’ 

寧’ 卽ち 、嘗て a 群衆 elef 保 f れてゐ た 個人 SS 由と 謂 te が 之 K 依って 破壊 さ 
れ た。——— る ゴィム も、 此 S 葉 SK 1 一れ た 矛盾— 列と S 味— 拔く ことが 出來な 
かった。 1 の 中には— に 平等は 存在せ ず* 自由— り 得ない ことが 解ら なかっ た。— 其の も 



IO 

のが 醬 •性格' 智能 e 不平 f 作り、 le 法則 e 中に 夫 s 立し vtc 為 解— かつた* 
群衆は 1 pt 、 i 者 色て 1 され— se 成 is ' I に？ は— 同— で 
ぁる。 IG 奥義— けられ Js 、 ？ 愚— 1 S 含と sf が、 奥 f 
授 t られこ 者は 6何 に 非凡 Q 才能を 惠れて 居 つても 政治® 要領 t 得る ものでは ない。 此 等の 觀 
察は 非 猶太 人の 腦膀の 能くす ると ころでは ない。 

一九 i は 王統 政治 i 破 壌した ) 

併 L 王統 政治 q 原則 S 、 父が 其 g 子^ I 、 王 5外 の 念には 解せられ ない 政治の 秘訣を 授ける と 
两ふ原 貝 U 成された。 其 故に、 秘密は 推 に も 漏れる こ 4 はない。 鄉 ては， 政治 上の 眞の原 沿 
たるべ— ell 滅亡す る。 而 して— の 成 fs 大 f なる/ 

其に f ノ 「此 e 自由、 平等* 友愛」 と 謂 ふ i は' I に 於て、 好む で 1の|を 
押 立てる 人民 e If fe 吾等？ 代 e 幹 尝 依. 〇 吾等 e 味方 K 引 入れた* 

IIO S 播級 o 特&奪 

併し， 此の 言葉は 非 猶太 人の 社會 e 雲を 倭し、 奴等の 國家的 基 ff ことに 依て、 平 . 扣、 秩 
序、 共力 等を 破つ た— 气諸君は、其 &' に'此£:1が18勝利の爲に役立ち、特屋止 




と謂ふ最も重要なる切札を吾等に與へたことを悟るであらぅ。而も此の特權は奴等の貴族政治必要 
素で f 、 ssi ! KSB 」 v 奴等 s 人 f 顧— e 唯一 っ Q 方法で—。 

111 猶太 金 * 獨轚 、 

自然 的で 世襲 的の 貴族政治の 破壤 された 廢墟の 上に、 吾等の 博學 & る 階級の 貴族政治と、 金權に 

依る 貴族 藩 1 S た。 此 e 新し s 貴 1、 吾等 s 產す鲁 e 走、 又霉 Q 1 K 才の指 等 

する 畢 問の 上に 吾等は 建設した。 

' . 二 II 人 闐性と其の 9 點と0利用法 

吾等が 必要 して 居った 人民と s 關 係に 於て、 吾等が 常に 人間性 S 最惠じ 易 sgs れる こと 
が出來 ると 謂 ふ事實 ST 霉 e 勝利を 5 sy す 5。 卽ち 打算、 鑫 、飽く d 知らない 物質 
愁 、之 等 人間 SS 點 e 各々 41、 人間 S®—— とが 出來 、奴等 S 見を 奴等 S 活動— 收す 
る 者の 自由に 一任 させた ものである。 

ニ一ー一「自由」の眞義を誤解するため、群衆は吾等に權カを液す 

自由と 謂 ふ 抽象的 思想に 依 •って 主權 者は 一國の 所有 主たる 人民を 代表す る 管理者た るに 過ぎず、 
使 ひふる した 手袋の 如く 白 由に 取換へ t とが 出來 t 謂 含—、 群衆に 納得 さした。 人民の 代 
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表 者— 由 yl へ f 代壽赛 sf る f が 出 f も？ 

した。 事實 、彼等の 就任は 吾等の 選擇に 依る ことと なつた 0 

フロ 卜 n I 儿第二 

經濟戰 に 依る 國際 政府の 準備- 

ニ回經濟戰に依る吾等の權カの確立 

吾等に とつて、 戰爭 が ^- 土 的の 終局— げ— とが 出來 ない もの？ t とが 必要で ぁる。 斯く 
+れ ば、— は ■的 基礎 e 上で 淸 f れ る。 經濟 的 基礎に 於て、 睹讓 は霉の 力の II め 

なけれ— 5。 斯 くして、 兩交醫 a、 se 眼を f し孟— 等 S 際 的 手代 e 自由にす 

ると ころと な 一 <1で ぁら， 〇 此？ 代 の 力は 如何なる 國 境と 雎も 遮断す る ことが 出來 ない。 其 處で晋 
等の 國際法 §內 法を— f 無效 e も e とし TS、 國 S 民— 人民 間 SP2 管理す るょ 5 

ニ五官吏の霣收 - 




奴 隸的 根性を 有する 爲に 吾等が 選出す る 行政官は、 決して 國家 の行政に憤れた人間でない。それ 
故に彼等は容县に吾等の將棋の麥となつて、幼時から世界を支配することを敎育された吾等の躊門 
家と 畢識 ある 天才 的 顧問との 手中に 思 ふ 雄と なる であらぅ。 諸君 も 知る 如く、 吾等の * 門 家は、 赛 
等の政治的計 * に基いて支配する爲に、必耍なる材料を歷史上の經驗と凡ての重大事件の硏究とか 
fe 得る ので ある。 ゴイム は、 公平なる 藤 史的 觀察の « 習に 慣れる のでな く、 單に 、其の 結論を % 測 
する こと すら 出來な い 機械的 1 に 支 f れて 居る* それ 故 U 、 吾等 a 彼等に 普る 必要が な 
い。 奴等が 暫 らくの 間娛樂 に 身 &委せょぅと、希望と新い慰安の上に生活しょぅと、また過去の幸 
福を追憶して生きょぅと、吾等は何等關はる必耍がない。唯吾等が奴等に鼓吹した科畢の法 0| — |11 
ち學說の重耍なるこ -£ を奴等をして盲信させるょぅ^^向けなくてはならない。此の計晝の遂行の 
爲に、吾等は，吾等の新聞紙に依つて學說に對する奴等の盲目的信仰を髙め，るのである。奴等の知 
識 階級は 其の 學識 を誇るであ 6». ぅ。而して理論的證明 *: したのみで、吾等の手代が集める凡ての爭 
說を 吾等が 要求す る 方向に* 際に 行 ふで あらぅ。 

11 六 ダ— ウィン 學說 、マルク！ <學 脫、 ||丨チ1攀脫の勝利 
吾等の 斷言 を根據な 8 ものと信じてはならぬ。吾等に仕組まれたダーウィンの畢說，マルクスの 

/ 1 H 



學說、 --- チ K S 說 S け— 等 せょ。 少くと 4 等に と？ 之— 說 が— 5 

いた 有害なる 影® (1 - 明々 白々 であるでは ないか。 

II 七 各國 民に 對 する 吾等の 適應性 

吾等が 事件—? る i— 上 e 方？ 誤ら 汔 言？ S に f 必 |事は、人贫§ 
代 的 11 格と 傾向き f \? 4t。 le 制 s、 1 1 走— 人民 s 性情の 
差異 1 依つ w、 If れ 1 1 が、— 制度 S 利 if 比— れ產 去の I に 基い 
て 適用され る 時に のみ * 現される。 

、二八 新聞紙 

近代 困 家 S 手 6中.に1&創作的5偉ヵがあつて、國民5間に思想の動き1してゐる。このカは_ 
新聞紙 だ。 新聞紙 S 目は 群衆 e 要求を 霞す f とで f 人民 q 不平を 記錄 する. ことで あり， 

而 して 群衆 e 不平 t 說 明し、 之 & 辟 成す る, である。 

言論の 自由； a 新聞紙に 權 化した。 併し、 此 の 勢力は 國家 K 利用され る 機 會® なく、 全く 吾等の 零 
中 に歸 して I た。—— 1 聞 紙. ef 腰し' 1 els ? 1 た。 

||九 « 等0金カと膏血 




新聞紙に依つて吾等は大いに黃金を吸收した。然り吾等は血と淚の瀧を流して黃金を集めたので 
ある。 …… 吾等は 多数の 同族を 犧牲に したが •吾等の 中 e 犧牲 者の 一人は' 神の 前では 奴等の 數千 
人に 値する。 
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吾が 世界 征服の 手段 

Ho 象微の 蛇 

今や余は、吾等の目的が成就されんとして居ることを諸君の前に斷言することが出來る，尙ほ僅/ 
か 進めば' (吾等の 民族を 代表す る〕 象徴の 蛇の 輪の 兩端は 合せられる ので ある。 此の 輪が 縫合した 
ときには、 歐洲の 國家 の總て は， 强い挺 子の 下に 押へ られた 樣に 動きが 取れなくなる であらぅ • 

三 I 憲 法制 度の 7 安定 

現在の憲法制度の均衡はやがて失はれるであ&ぅ。何故なら*吾等は此の制度を壓し曲げて、其 
の 支柱が 右に 左に 動 * して 遂には 磨り 減つ て 終 ふ樣 K して 置いた からで ある。 ゴィム は 此の 支柱 tt 
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作&れ *耱ては天秤の皿が安定する4のと期待して居る。併し'支配階級|卽ち天秤の心掩丨 
迕馬鹿げたことを 1> 、批利も責任もな<權カを濫用する人民の代表-に依つて保護3れて居る。而も 
.彼等の 權カは 王宮 中に 漲る 恐怖政治の 上に 置かれて 居る。 支配者の 先見と 人民の 盲目 力とは' 吾等 
に依つて離間されて、何れも其の重要性を失つて終ふ。互に離間されては，彼等は杖を失つた盲人 
め 樣に 全く 無力 i なる ので ある。 

三 II 黨 爭と黨 淇 の 野心 

野心家を 驅 つて 權カ を«用させるために、吾等は總ての勢カを互忙對立させ、其等の勢カを何等 
の 制 肘 も 受けずに 獨 立す る樣に した。 …… 此の目的のために，吾等は總ての企を獎勵し、權カを得 
£ ことを野心家の目檩とした。吾等は混亂の生ずる國家をして政治の競技場にした。 今 暫くの 
時が 經て ば、 混亂と 破産と が 生ずる であらぅ。 ， 

|_|三謹 * の « 舌と新8攻 * とに依る||^の破 « 

饒舌な 辯 論 家は 議會と 政治的の 舍 合と を 一種の 討論 會と 化して 終つ た。 大 |» な 新聞記者 や 恥を 知 
t ない 小册子 作家は 毎日 政治的 人物を 攻擊 して 居る。 檷カの 灌用は最後には各種の制度の瓦解を招 
■き、凡ては狂亂する人民のカに依つて « されることになるであらぅ。 



三 0 人民の 權 利の i 性 

奴隸 制度 や 農奴 制度の 古い 時代に 於け るよりも 尙ほ慘 酷な 負擔を 人民は 課せられて 居る。 奴隸制 
度 や 農奴 制度からは 逃れ t とが 出來 るが、 i 雖 からは 逃れる 道は ない。 憲法の 中 S 等が 書 入 
れた權 利と 謂 ふ 言葉は、 群衆に と？ は 架空の もので、 要で ない。 「人民の 權 利」 と 謂 ふ 如何に 
も ありさうな もの、 凡ては、 心の中に のみ 存在して 決して 實 現され 得べき でな、 い。 

111 s SBKi 人民との 對立 

饒舌 者 S へられる 嚳 S 利、 新聞記者に 與 へられた 如何なる 無稽を も 書き 得る 權利 などは、 
'苦しい 仕事 U 屈従し、 其 S 運命 のために ■し 螯れ やうと して 居る 無產嚣 者に とつて 一® 何に な 
るで あらう か。 吾等の 代表者を 選擧 させる 代償と して 吾等が 與 へる 食卓の 炱ひ淺 りを 得る 以外には 
無產 者は 何等の 特權も 憲法から 得る ことは 出來 ない。 貧しい 彼等に とつて 共和の 權和は 如何にも 皮 
•肉では ないか。 每日の 仕事に 追 はれ、 彼等は 其を 亨樂 する ことは 出來 ない。 其 代りに、 彼等は 其 親 
.分 又は 仲間の 同盟 罷エに 賴り 、永久 且つ 確實 なる 所得の 保證を 捨て、 終 ふので ある。 

111 六 贵族と 成 上リ者 • 

人民は、吾等の指導に依 〇 て、彼等の保護者であり、彼等の自然の養ひの母であ0、人民の繁榮 
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とは切 0 て切 5" ぺか &- ざる關係を持 0 て居る貴族政治を破壤して終つた。貴族政治が破壤された上 
は群衆は自らを殘忍に壓迫する利用者と巧妙なる盜人との支配に歸するであらぅ。 

2七 H 太 的 マッソン 結社と 其の 分满 

勞働 者を 此の® 迫 ^ ら救は ぅと 立つ た 救 ひ 主に 對して 、吾等は 吾等の 社會 主義者 や 無政府主義者 
の隊に入る ?; とを、逮廻しに勸めるのである。吾等は常に共產 '3; 義者 5: 助けて居る。吾等の社會主 
義的 マ？ ソンに 依つ て 考案され た 友愛の 原則と 人類 | 般の 利益と に 依つ て 吾等は 彼等を 助けて 居る 
樣に 見せかける ので ある。 勞働階 級を 助ける ことを常に考へて居る貴族は、勞慟者が食物を得、ょ 
り 健康的に 又ょり 强く &• る樣 に氣還 つて 居る。 

= 八 非 a 太 人 0鹽 落 

吾等の 氣遺ひ は、 反對に 、非 猶太 人を 墮落さ せる ことに ある。 吾等の 努力は 勞働 者を 常に 困窮と 
無カの狀態におく所にある。斯くて吾等は彼等を思ひの傣にする£とが出來る。彼等は吾等の手代 
te 取卷 かれて 吾等に 對して 反抗す る カも舆 氣 もなくなる であらぅ* 

三 九 _餓 と金の 力 

昝つては正統な權カが贵族政洽にカ £: 與へた。而して現在に於ては«蛾が±扫强固なカ 5: 資本に 



壓 迫と 窮迫と ii 依つ て酿 成される i と 嫌惡と S 情を 利用して、 吾等は 群？ 統治す る ことが 
出來る。群衆の抱く之等の感情を巧に利用して、吾等は吾等を防害する者を間引きする= 

四 〇 無政府の 襄墟の 上に 建 放される 「世界の 王」 

何時に なつたら、 吾等が 用意す る 「世界の 王」 备 位せし め 得る 時が 來る でぁらぅ か。 吾等は 前 
と 同じ 方法- 卽ち下層民を 利用す る—— に 依つ て 吾等の 障碍を 破® して 終 ふ 樣に努 
力す るので ぁる。 

四 I 各等のマづソン式學校に依る敎育と生活の科學 

彼等は 久しい 以前から 吾等の 科學 的の 助言な しには 物を 考る ことが 出來 ない 習慣に なつて 居る。 
其 故に •吾 S 霉 e 時が？ 51 SS し f す f eeiells 解す る こと 
が 出來な い。 吾等の 時が 來た 時に、 吾等は 最も 重要なる 眞實丨 人間 生活と 社 會狀 態との 研究を 敎へ 
なければならない。此の科學に依つて社#生活に分業が必要なことが解る。其故に人間を牌級に分 
けることも必要となるのでぁる。各人各々は性質を異にする仕事を與へられ、眞の平等は存在する 
C とが 出來ず 、國體 全部の 損失を 招く 行爲を する 人間は、 自らの 名# を危 くす る 罪を 犯す 者ょりも 




特別な貴任のあることを知らしめなければならない。 

四 二祕密 組 雄 

社會機構に關する眞正なる科學的祕訣は奴等には公開しないが、此の科學に依 0 て人間の職業と 
仕事とには自ら差別がなくてはならず、此の差別に依つて敎育免 % 業との齟齬のために人間が苦し 
むことがなくなるのを知ることが出來る。 

此の科學の硏究に依つて、群衆は其の自由意思で彼等自らが組成する檷カと政府に屈從する。同 
時に 吾等の 考案す. る 科學に 指導され て、 無智の 群衆は 活字 に組まれた言葉と吾等に鼓吹される虛僞 
の 幻想と を、 盲目的に 信ずる 樣 になる。而して彼等自身ょり髙い階級に對して敵谋心を抱くのであ 
る。 彼等は 各種の 階級の 必要な ことを 解さない ので ある。 

四 三 世界の 親 濟的 不安 

商業と エ業とを妨害する經濟的不安に依つて、此の嫌惡の情は更に大きくされる。各種の隱謀に 
依り、又全く吾等の手中にある金カのお蔭にょり'吾等は經濟的不安を酵成する。而して歐洲の各 
國内で 街頭に 勞働 者の 群を 放つ ので ある。 彼等 群衆は' 幼い 時から 彼等の 無智の ために 羨望して 居 
4 階級を 接 殺し、 其の 財產を 掠奪す るで あらぅ。 



四 四 猶太 人は 保 嫌され る 

然しながら 彼等は 吾等に 害を なさない。 何故なら" 吾等は 攻擊の 瞬間に 於て、 豫め 夫れ を 知り、 
適當 なる 方法を 講ずる ので あるから である。 

四五吾等のカを以て自由主義を失くす 

吾等は 奴等を 說き 伏せ、 自由主義に 依つ て 理に從 つた 政治が 持ち 來 される 樣に 見せかける ので あ 
る。 賢明なる 制裁に 依つ て、 吾等の 専制政治は 緦ての 反逆と 各 制度 內の 自由 思想と を鎭 める 樣にす 
る。 

四 六 權カの 崩壤と 革命 

下層 民が、 自由の 名に 於て 種々 なる 權 利を 獲得した と 思 ふとき に、 彼等は 自ら 支配者に なつた と 
自負して、 更に 權カ$ ょぅと 試みる ので ある。 勿論 彼等は、 盲目 者と 同じく、 幾多の 障碍に 衝突 
する であらぅ。 其處で 彼等は 昔の 制度に 歸る ことは 出來ず 、彼等の 力を 吾等の 足下に 投げ出す ので 
ある。佛蘭西革命を思ひ返して見ょ。吾等は之を大革命と稱して居る。此の革命の準備の祕密は吾 
等の 手で なされた ことは 普く 知れて 居る。 

四 七 シオンの 血統の 專制 君主 
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現在ょり、 吾等は 各國 家を 瞞着の みで 指導し、 斯 くして 各國家 は 吾等が 世界の 爲に甩 意す る シオ 
ンの 血統を 受けた 専制君主に 依つ て、 吾等の 自由になる ので ある。 

四 八 » 太 的 マッソン 結社の 困 際 的！！！ 力 

现に國際的のカに依つて吾等は不撓となつた。何故ならば、1のゴィムの政府が吾等 |: 攻擊する 
時には、 他の 政府が 吾等を 支持す る樣に なつた からで ある。 奴等の 卑劣 さは、 權 力の 前には 飽く迄 
も 跪 ま づき， 弱き者には 同情 もな く、 過失を 許す 寬大 さも 罪を 許す 仁義 もな く、 自由の 矛盾を 認め 
ることもせず、而も淺忍なる¥制の暴カのために與へられる迫害は我慢する程である。此の卑劣さ 
は 吾等の 獨立に は 必要で ある。 

現在の支配階級としての首相及大臣達からは、群衆は各種の權カの濫用を我慢して$て居る。 
奴等の 元首が、 悉にす る 最も 小 3 い 權 力の 濫用の 故に も、 群衆は 二十 人からの 元首を 殺した ので あ 

る。'. , 

四 九 誤れ る 敎宵 

斯の 如き 狀 態を 如何にして 說明 する か。 何故に 群衆は 嫌ての 出来事の 觀察に 對 して 斯 くも 非 論理 
的で あるか。 其れは 壓政家 が、 其の 手代の 仲介に 依つ て 群衆を 說き 伏せ •縦 令 彼等 ® 政 家が 檷 力を 



濫用して 國家 5 毒を 流す 様な 場合に も、 彼等は 或る 髙尙 なる 目的の ため— 卽ち 人民の 雲の ため 
と、 同族 愛の ためと、 又 國際的 結合と 平等との ために 丨す る樣に 見せかけた からで ある 
斯 くの 如き 一致は、 吾等の 力に 依らなければ 實 際は 出來な いので あるが、 夫れ を 群集には 吿げな 
い。 又 群衆は 正義を 罰し、. 不正を 許し、 思 ふ 儘の 行動を する 樣 になる。 斯 くの 如き 精神 狀 態に 依つ 
て、 群衆は 社會の 均衡を 破り、 不安を 惹起す るので ある。' 

so 自 由 

「自由」 と 謂 ふ 語に 依つ て、 社會は 各種の 權 力と 衝突す る樣 になつ た。 自然の 力 や、 神の 力と も衝 
突す る樣 になつ た。 其浩 吾等が 權ヵを 得た 時には、 人間 から、 人間を 血腥い 動物に する 狂 
暴な 力を 象徵 する 「自由」 と 謂 ふ 語を 消して 終は なければ ならない。 併し 血に 飽 いて 眠つ て 居る 獸 
を 見ょ。 彼等 S 心を 摑 へて、 彼等を 思 ひの 儘に する のは 容易で ある。 若し 彼等に 血を 與へ なけ. れば 
皮 等は 眠る ことなく、 彼等 同志で 互に 戰ふで あらぅ。 




. - . _ 四 

プロ トコ— ル 第 四 

物質主義と 宗敎孩 壌 

五一 共和 國の發 遠 

全ての共和國は、數段の行程を迪る。第|の行程は、初めて盲目になつた男が邊りにある物 $: 散 
したりす るに 似て ゐる 。第二の 行程は、 全く 無政府 狀 態を 釀し 出す 煽動 家の 勢力の 支配で ある。 無 
政府狀態は次に專制政治に代はられる。此の專制は公けには正當なものでなく*其故に貴任あるも 
のでない。而も之は褫密に行はれ誰にも見られることはない。此の專制は或る祕密結社の監督にか 
祕密結 社は 其の 手先を 舞臺に 送り， 吾等は 其の 蔭 S 楽屋で 仕事を する ので ある。 吾等の 仕事 
を 隱す爲 の 手先が 屢 ■'交代す る ことは 吾等の 猱 に な；、 何故なら 長い間 だ 勤めた 爲の 報酬を 彼等に 
支拂ふべき實任から逃れることが出來るからである。 

五 二 全世界に 於け る マッソン 結社の 険謀 

抑も如何なる物が祕密のカを覆すことが出來るだらぅか。吾等のカは全く祕密的である。マッゾ 



ン 結社は 吾等 Q 目的— 立たない 樣に 全世界に 對 して 隱す假 商の f をして t 。 而 の 運動 
に 此の 力を 用ゐ てゐる こと や、 吾等の 本部が 實際に 何處 にある かは 世間 一般に 知られて ゐな い。 

五三自由と神の倌仰 

自由は、 若し 其れ％ 囊や 神に 對 する 恐れ や 人間的 i の 上に 立つなら、 人民の 讓 5 はなく 
國家の 目論見の 爲にも 支障な く 存在す る ことが 出來 るので ある。 併し 自由の 思想は 平等び 其と 
して#へなけル尤ならない。平等の思想は從靨を必要とする自然の.法則とは矛盾してゐる。 

言 & に 依れば 群衆は 小 敎區の 保護を 受け、 敬虔なる 牧師の 指導に 從つ て靜 かに 又 平和に 生活し、 
神が此の世に與へた法に從ふのである。其故に吾等は全ての信仰を破壊し、吾等の心から神と靈の 
信仰を 奪 ひ、 其の 代りに 數學 的の 計算と 物質的 欲望と を與 へる の セ ある。 

£ 四 商業と 工業— 投機 

吾等の 政策から 彼等の 注意を 逸らす 爲に 吾等は 彼等の 心を 商業と 工業と に 向ける 樣に する ことが 
必要で ある。 

斯くて 各國 民は— Q 利益 し、 此 Q 世界的 S 〒卽ち 共同の 敵— に 注意に 向ける こ 
とを しない。 併し 白 由が 奴等 の_ 社會を 瓦解 さする 爲 には、 工業を 投機的 基礎の 上に 置かなくて はな 




& ない。 斯 4 H 業 志ら 得 も Q は馨 q 手に 留ら 卡、 篇に 依っ て 全て 寒の 金； 

庫に入るのでぁる。 

S 五 金の 豚 

上流 社 含 に 對 する i と裏界 y 於け k > 絕 Is 投機と 社會は _ し、 群衆 a 利己的と な.. 
り、 精氣を 失って 終 ふ。 

斯くて 群衆は 政治 や宗敎 の 高尙 なる 問題に 全く 無關 心と なる。 金に 對 する 渴望 のみが 群衆を 動か 
し 彼等は 物質的 快 樂を與 へる 唯一の' 手段た る 金を 得 やぅと 努力し、 金を 心か^ j 靡す る。 斯 くし 
て 群衆は 何等 S 目的 もな く、 又. 自ら 富む こと も出來 ずに、 單に 上流 社會 に對 する 嫉妬から 吾等の 仲，. 
間と なって、 吾等の 铯爭 者— 卽ち 奴等の 特權 階級にー 對抗 する ので ぁる。 

ブロ トコ 丨ル第 E 

m 

無政府に 依る 國際 金權の 確立 

£ 六 指 太の 專制政 府 



稼 敗は、 社會の 到る 處に浸 潤し、 富は 巧妙なる ^縻化しと欺瞞的な手段とに依つて取得サられ、 
賄賂は社會を風 9| する。道德は進んで屐行されることはなシ、法律の制裁に依ってのみ僅かに維 «? 
され、國際主義は愛國心と宗敎心とを段して終つた=斯くの如き社會に、吾等は如何なる政治制を 
施くぺきでぁらぅか。 

斯くの如き社會には、余が今から說明しやぅとする專制以外に、如何なる政治制を施く £ とが出 
來るだ らぅ か。 

社會の 力を 吾等の 手に 收め る爲 に.吾等は中央集權の上 «; 固く築かれた政洽形態を創り出すので 

ぁる。 而して 吾等は、 新しい 法律に 從て 、機械的に、 吾等 の人民の政治生活を指導する。而レて、 

之等の法律は*奴等に與へられた特權と自由とを徐*に取上げるのでぁる。斯くも立派なる專制に 

i 

依つ て 如何なる 時、 如何なる 所に も、 吾等の 支配は 迎 へられ、 而して 吾等に 不滿を 抱く ゴィム は® 
迫され るので ぁる。 

此の專制制度は近代の進步とは調和しないと謂ふ者もぁるが.余は事寊の正に反對なるを斷言す. 

ることが出來る。 

五 七 霣仰破 SQ 5 に建管 れ蠢太 的 マヴソ AOS 

ニ 七 



人民が* 彼等の 元首を 神の 意思の 播化と 信じて 居た 時には、 人民は 元首の 專制に 不平な しに 從つ 
た。併し，吾等が個人主義的の思想を吹込んでか&、彼等は彼等の元首を單なる偶像と思ふ樣にな 
つた。 元首の 身から' 人民 に感動を與へる光を失ひ、吾等が'人民の心の中から神に對する信仰を 
取上げた 時に、 王樣 は溝の中に捨てられ、遂に吾等に拾ルれて終つた。言辭と學說とに依0、 5. 社 
會生活の指揮者に饯り、又他の方法に依て、群衆と個人と 5: 支配することは、吾等の行政的天才の 
領分に 羼す る。 此の 支配は 分析と 觀察 とに 依つ て 行 はれ、 他に 類例の ない 吾等の 理智の 上に 基礎 fe 
置いて居0、連帶制と政治活動とに於ては吾等には菝爭者がない。只だ此の點に於てジ，|スィット 
敎徒が 吾等に 匹敵す る。 併し、 彼等は 無智なる 群衆の 評判を 失つ て 終つ た。 何 政なら、 吾等が 吾等 
の祕密結社に依つて常に閤の中に隱れて居るに對して、彼等は公然と組織されて居るからでぁる。 
終局は、 群衆に とつて は、 世界が カトリックの 元首に 支配され る も、 シオンの 血統の 主に 支配され 
るも、同じでぁる。併し、神の選民でぁる吾等にとつては、此の問題に無頓著でぁつてはならぬ0 
五八非猶太人の反目と自己至義 

ゴィ ムの世界的聯合は1時吾等を苦しめる。併し吾等は、彼等の間に存在する拔くことの出來な 
い强い軋櫟に依つて守られて居る。吾等《、ゴィムが國家的利害と個人的利害と 5: 混同するやぅに 



した。 吾等は 二十世紀 前から 宗敎的 嫌惡と 民族的 反感の 情と を 惹起 さした。 此の 故に、 如何なる 國 
家 も 如何なる 場所から も、 援けを 得る ことが 出來 ない。 吾等に 反對 する 爲の 聯合の 不利なる ことを 
各國 家は 信じて 居る。 吾等は 餘りに も强 力で ある。 彼等は、 吾等の 援け を藉ら なければ ならぬ。 如 
何なる 國家 も、 •吾等が 祕かに 參加 する ことなくして は、 極く 些細な 協約 すら 結ぶ ことが 出來 ない の 
である。， / 

五 九 神の 選民— 猶太 人 

「吾等に 依て 王が 統治す る。」 吾等の 豫言 者は 言った、 吾等は 全世界を 支配す る爲に "神 自身に 依* 
て 選ばれた と。 吾等の 此の 使命を 果す爲 に、 神は 吾等に 天才を 興へ た。 若し 吾等の 敵の 中に、 斯く 
の 如き 天才を 見出す 時には、 彼等は 吾等に 對抗 する ことが 出来る。 併し、 新 參 者は 吾等の 老練 者の 
敵では ない。 吾等の 攻擊 の慘 酷で ある ことは、 他に 類を 見ない。 而も、 奴等の 間に 天才の 現 はれる 
のは、 旣に 遲れ た。 

六 o 金力、 其れは 政治力て ある 

全ての 政治の 機關は 吾等の 掌中の 原動力に 依っ て 動いて 居る 。其の 原動力とは 金で ある。 吾等の 
賢人に 依つ て 發 明され た 經濟學 は、 久しい 以前から 吾等が 金權の 上に 君臨して 居る ことを 示した。 

ニ 九 




六 I 商業と H 業と © 獨 占 

新たに新天地を得やぅとする資本は、エ業と商業とを獨占しなければならない。之は旣に，世界 
■中 K 見えざる 手に 依つ て 實現 され やぅと して 居る。 此の 時檷に 依り、 政治は 企業家の 手に 移り、 人 
民は其の下に置かれるやぅになる。現在に於ては、群衆を戰はせるょりは、武裝解除を行ふ方が必 
要で あ D , 群衆の 感情を 壓へ るょりは、 群衆の 感情を、 吾等の 利益の 爲に 利用す る 方が 必要で あ 
る。他人の思想を斥けるょりは、之を吾等流に解釋する £ とが必要である。 

六 II 吾等の 首 論の 破壤性 

吾等 <0 政治の主要問題は、批利に依つて國民の精神を弱めることであり*吾等に對する反抗を生 
む 思索 (0 習慣を失くする £ とであ&、群衆の精神カを單なる辯論に向けることである。 

六三猶太的マッソンの辯論會 

如何なる 時代に 於ても、 群衆は、 |個人に至るまで、言葉を行動と思 0 て居る。彼等は、彼等 〇 
感淸に訴へるもので滿足し、約束が社會生活の實際に於て實現されたか否かを觀察するのカを失つ 
て 居る。 夫れ 故 y 、 吾等は 特別なる 機關 を設け、其の會員の雉辯に依って、吾等が進步の爲に貢離 
して 居る ととを 示させる ので ある。 . 



吾等は、各黨派と各傾向とに對しては全く無關心の態度を持しつゝ、吾等の雄辯家を凡ゅる方面 
に 送る。 此 等の 雎辯 家は、 大いに® り、 群衆を して 倦まし め、 如何なる 議にも 興味を •失は しめる 
やぅに する。 

六 B 興 論の 破壤 ， 

輿論を味方にする爲には、各方面から、また長い間に亙つて各種の反對意見を創り出し、ゴィム 
をして 迷宮に 入らし め、 政治には 何等の 意見 も 存在し ない 方が ましで あると 悟らし める ので ある。 

之は、群集に知らしめてはならぬ問題である。群集を指導するもの‘のみが之を知る。吾等の第ー 
の祕訣 は 此處に 在る。 

統治に 成功す る爲の 第二の 重要なる 秘訣は、 群衆の 惡癖 、習慣、 感情、 共同生活の 法則 等を 複雜 
な ものと し、 此 Qi か S れも 逃れ— か出來 ず、— 相互 S 解し 合 ふ 11 と 
して 終 ふ— る。 此の 戰 法に 依つ て、 各 黨派內 の 不和を 商し、 吾等の 前に 未だ 跪か— 集團 力を 
瓦解させる。 

六五個人性の破壤 

また、此の戰法に依つて、各種の天才的創作ヵを弱め、吾等は群衆に不和の種を蒔いたが、此等 

三 一 



多數の群衆の上に吾等は勝利を博するであらぅ。吾等は奴等の敎育機關を設け、天才を必要とする 

事件に對して群衆が無カとなり、彼等が絕望的となるやぅに仕向けるのである。 

制限のない自由制度の中に行使されるカは無カである。何故なら、夫れは他人の自由のカに突當 
るからで ある。 精神的の 爭鬪 、裏切り、 失敗 等は 之から 生ずる。 

六 六 猶太 人の 超 政府 

吾等は'群衆をして自由に捲き、吾等の國際カに道を_るに至るやぅにする。吾等の國際カの锄 
きは、 各國 家の 勢力を 弱らす ？; となく 總 括し、 超 政府を 作る に 在る。 

現在の 政府の 代 &に、吾等は超政府の支配と謂ふ案山子を作ら 5 0 < 此の超政府の手は、熊手の出 
<各方面に延ぴ'組檄は大規模となり、各國民は必ず其の下に從屬するやぅになる。 

プロ トコ— ル 第 六 

土地の 取得と 投機の 普及 

六 七摧 太獨 占に 依る 財産の 集中 



吾.等は || て偉大なる獨占を造らぅ。此の獨占 |1 大きな富を擁し、奴等の大きな財產も吾等の獨占 
には 全く 從屬 し' 政治的 異變の 起る 翌日には、 彼等の 全 財産は、 國家の 憤 券と 共に、 吾等の 獨占の 
中に吸ひ込まれる樣になる。 

此處に出席の經濟學者諸君ょ、吾等の此の機構の重大性を注目せょ。 

吾等は 霉 e 最高 政府が、 其の 膝下に 進んで 跪 伏す る 者に とつて、 保護者で ぁ &、. 恩人で t 棟 
に 見せかけ' 凡ゆる 方法を 講じて 吾等の 政府の 重大性を 增す樣 K する。 

六 八 課税に 依る 貴族の 地上 財産の 沒 收 

奴等 e 貴族 U 就 W4T 其 S 政治的 勢力 S 失 4 一れ た 今日、 問題 y する 必要がない。 併し 馨は 所有 
する 土地.^ ら 上る も e を 以て、 吾等から 獨立 する ことが 出來る 。其れ故に 彼等から 土地を 奪 ふこと 
は*吾等にとつて絕對に必要でぁる。之に對する最良の方法は土地に負債を生ずる樣にする爲、不 
動產に對する税率を增す樣にする。此の方法に依つて土地は全く從屬的のものとする。 

奴等の 貴族は 代々 僅かな 物を 以ては 滿足 する ことが 出來ず 、最早 や 破產 をし ょぅとして 居る。 

六 九 商業— 工業— 投機 取引の 打* 

以上と 同時に 吾等は、 商業と 工業、 刖 して 投機を 保護し なければ ならぬ。 此の 投機の 役目は 工業 



三 四 

を 不安な ものにする にある。 若し 投機がなければ、 H 業に 依つ て 個人的な 資本を 集め、 農業の 改良 
を 行 ひ、 蠢 銀行 SSK 依？ 借— れ た—決濟 す f とが 出來 る。 Hi 依つ て 土地から 
S 物を、 資本から 利 U 樣 に し、 裳 中 の 黄金を 投機 K 依？ 霉 e 產 q 中 S める f 
する C . とが 必要で I 。 斯 して 非 猶太， < a 、 無馨 1 に 生存す る 權裂§爲 に. 吾等の 前 
に 跪か 5 とする。 

七 0 聱 澤の獎 W 

奴等の 工業を 破壊す る爲に 、吾等は 投機と 奢侈— 然り 凡てを 荒す 奢侈— を擴め るので ある。 

七 I *金の *» 加と物價の餹上 

吾等は貧銀を上げる。併し之は勞働者にとつて何等の利益とならない。何故なら，農業と牧畜と 

衰徽 S 爲に 、生活 必置 Q 騰貴を 來 たし、 暴 等は 巧み 5 撤底 的に 蠢 Q 根 f 奪？ しまぅ の 

であるから である。 . . 

七ニ'飲通に依る_政府 

斯くす*爲に'吾等は勞»者 *: 放縦と酒精とに«れ 1, »、土地の上から奴等の有識者を追ひ弗ふ 
»で *>- る。 




七 HI »太的輕濟《則に依る蒡 * #0|^ 

斯の 如き 事態が 發生 する 前 «: 、 奴等が 時代の* 相を 知らぬ 嫌に する 爲 に、 吾等は 眞 0 目的を 隱 し、 
甚等の行動を勞働者の爲にすると見せかけ、今日吾等が敎へる經濟學を宜傳するのである。 

プロ ト n |ル « 七 

世界 大戰 の豫言 

七 四 HCU 8 張の 目的 

軍埔の擴張£聱察官の增員とは吾等が發表する計畫の遂行上必要である-何れの鼷家にも吾等以 
外には、無產者の群と，吾等に忠勤を抽んでる僅かの百*長者と- * 察と兵士とのみが存在する* 
K する 必要が ある。 

七 S &世界に於ける||播 || 爭、 ». |||[ 愾心 

歐洲に 於て、 他の 大睡 ヒ於けると同じく、騷摄と不和と懵惡との種子を蒔く樣にしなければなら 
ぬ。其の利益はニ重である。第一に夫れに依て凡て》國家は、秩序でも騷捿でも吾等が思ひの»に 



三 六 

结し出すことの出來る事*を知ることになり、吾等に尊敬を拂ふ £ とになる。斯くて凡ての國家は 
吾等の壓迫を必耍なものと考へることに « れて來るであらぅ。第ニに吾锋の陰路は吾等が1固の內 
閣 に 張り 廻らした 網を 混亂 させる。 此の 仕事は 政治、 經濟的 契約、 財政 的 取決め 等に 依つ て 爲 され 
るのである。之等の目的を達成する爲に'食嫌と協鼷とに於て、吾等が大なる奸策を用ゐて居るこ 
とを仄かす必要がある。併し公の辭令に於ては全く反對の政策を執り、吾等が正直で1り、妥協的 
である 樣 に 見せかける ので ある。 斯の 如くして 吾等が 提供す る 事件の 皮相ょ り見ることの出來なく 
なつた人民と政府とは、吾等を恩人であ0、人類の濟度者であると考へる樣になる。 

七 六 地方 的 戦 爭或は 世界 大 K の滅嘛 に 依る 懷柔 
吾等の政策に《對する國に對しては，吾等は隣國の.兵ヵを以て宣戰するのである。此の隣國4吾 
等に抗つて吾等の敵國と同盟するときには'吾等は世界戰爭に，依つて之を應ずるのである。 

七 七 政治に 於け s « 太的祕 肤 

政洽界 に 於け る 成功の 確* な 道は、 計蹇の 秘密なる とこ ろに ある。 外交官の 言は、 彼等の 行動と 
一致し ない 様 «： する 必要が ある 0• 

七八新聞紙と興搶とに依る吾等の成功 



4 



吾等は 吾等の 政府を して、 吾等が 大膽に 目論み， 最早 勝利に 近づかぅ として 居る 吾等 の計*に從 
つて行動する樣にする。斯くするに當つて'政府が輿論に從ふと見せかける必要がぁる。輿論は實 
際には 新聞と 謂 ふ 「偉大なる 力」 を 以て 吾等が 祕密裡 に 作る も' 6でぁる。新聞は棰く僅かな例外を 
除いて、凡て吾等の手中にぁる。 • 

卽ち歐洲內の奴等の政府を征服する方法を簡單に謂へぱ、吾等はーつの國家に暗殺とテ0とに依 
つて 吾等の 力を 示す ものでぁる。 若し 彼等が 吾等に 抗つて 立つ 樣な 時には' 吾等は 米國 、支那 及び 

日本の 大砲を 以て 之に 應ずる ものでぁる。 

\ • / 

プロトコ—ル第八 

啓 治の 變遷 

七 九訴 松ょ リの隊 れ場 

吾等の 敵が 吾等に 對して 用ゐる 道具は， 吾等 も 掌握し なければ ならない。 吾等が 宜言を 發する 時 
に* 其の 宜言 が餘 b に 大膽に して 不正なる 樣 に 見せない 樣 に する 爲、 .吾等は、 法律 術語の* 妙に し 



ズ 精練され たる 以て 辨明 しなければ ならぬ。 何ん となれば、 此の 宜苜は 非常に 髙尙な 道 德的格 
甘の樣に見せ掛ける必要があるからである。 

八 0 48 太 政府の 苺 春 * 

吾等の 政府は 各種の 文明の 力で® まれて ゐるが 、吾等は 其の 力の 中で 行動を しなければ ならな 
VI 。 吾等 e 政府は 政論 家、 經驗の ある 法律 顧問、 行政 家、 外交 家 及び 吾等の 特別 高級 學校で 特 811 な 
敎育を受けた人ぇに取卷かれるであらぅ。 

八 I 吾等 © 特別 * 校と 其の 目的 

此等の人々は、社會制度の祕密を知り'政洽的語句を解し、人間性の裏を知&、又樂器の弦を調 
ベる 方法を 知- 〇 て 居る •ので ある。 此 « 弦とは非»太人の智能組織、彼等の傾向、彼等の缺黏、彼等 
の 德 •彼等の 階級と 仲間の 特質と を 謂 ふので ある。 吾等の 政府の 天才 的 援助 者は、 目的が 何處に あ 
るかを理解せ中に政治を行ふに慣れた非猶太人の間ょり選ばるべきでないことは屬論だ。非猶太人 
の 行政官は、 目 も 通さずに 軎類に 署名し、 利益と 野心と に 誘は れて 勤務して 居る。 

A IIJHi と i 

吾等は 吾等の 政府を 多數 の經 濟畢 者を 以て 充した 。猶太 人に 經濟學 を 敎育 する ことが 最、 重耍な 



のは、 玆に あるの だ。 吾等は、 銀行家， 工業 家、 資本家、 特に 亩离 長者に 取卷か れる であらぅ。 何 
となれば、 總て は數 字の 上で 決せられ s ' の だからで ある。 

八三—の忡閬に占められる重耍地位 

吾等 S 政府の 重要な 地位の 凡てを 吾等 猶太 人の 仲間で 占めて 危險が ない 狀態 に なる 迄は、 吾等は 
政 & を， 過去に 汚 貼を 持ち 人民の 間に 悪評の ある 人物に 委ねる。 此 等の 人物は， 若し 吾等の 命令に 
服さなければ刑«か流刑かに會ふ&であるから、最後迄吾等の利益を睡るのである。 

ブロ トコ 丨 ル* 九 

宣 傅の 方法 

八0成人教育に於て採用《るべ#吾等の原則 

吾等の 政策を 實施 する に 當り 、諸君が 中に あつて 儺き かけ 揉と する 國民の 性質に、 特に 諸君は 注 
章する必要がある。各 « 民に同じ樣に吾等の政策を適用する £ とは、敎育の改革を吾等が行つた後 
でなければ成功することが出來ない。併し吾等の政策を注意深く適用して見れ«、如何に頑固な性 




質も十年を經ずして變つて終ひ，吾等は他の國民を吾等の思ひの儘にすることが出來るのである* 

• 八 五 支配 權 力の 破壊 

吾等の時代が來た時に、吾等は「自由、平等、博愛」と謂ふ ^. 等の標語そ變へてしまふ。新しい 
標語は 诀 して 別な ものでは なく 同 I 思想から 出た ものである。 吾等は 「自由の 權利 、平等の 義務- 
博愛の 理想 …… J と 謂は ぅ。 吾等は 牛を 角 *: 以て 捕ぇる ので ■ある …… 實際 吾等は 吾等の 政府 以外の 
總 ての 政府を 破壞 した。 勿論 多少の 國家は 未だ 续つて 居る ので あるが。 

八 六 拼猶 運動 

現在， 若し 何れ か SK が 吾等 H 反對」 5 つ ta 、 夫れ： a 、 吾等％ 望む 處と 吾等％ 命ずる 處 
とに合致したものである。夫れに依つて吾等は若い同族を敎育するのであ3。此の事は兹’詳しく 
說明することを止めょぅ。何となれ.ぱ吾等は吾等の會議に於て數回此の事に言及したからである。 

八七指太政府の專制 

萁際に於て最早吾等の前に妨番はない。吾等の最髙政府は、法の塊を超ぇた存在として普通に 
「專 制」 と 呼ばれて 居る もの だ。 

私は 現在 自信を 以て 言 ふこと が 出來 るー 吾等は 現に 立， 法 者で あ &、 法の 列 決 者で あ 0、死刊の寘 



吿者 であり、 恩 故 3執 ^- 者であり、又吾等の軍隊に對しては馬上の隊長であると—。政黨は咋3 
迄は 1 つた％、 今日 S 等 S 掌中！！！！* して 終つ た。 そ S 政 f JW ' 5 等は 確 困 t 政治を 行 
ふことが出'來る。吾等は、飽くことなき野心と、燃ゆる如き貪欲と、冷酷なる復 « 心と忘れ得ぬ憎 
惡とを 持つ て 居る。 

八 八 恐怖政治 

嫌ての 方面に 侵 人す る 恐怖政治は 吾等から 出る ものである。. 

A 九 % 太 政府の 使用人 

吾等は* 各種の 意見の 人物と 各種の 主義の 人物と を 自由にして 居る。 王政復古 主義者、 煽動 家、 
社 # ' 主* 者、 3 ン ミ ■'丨 ン黨 、其の 他の 夢想家 等 各種の 人物を 吾等の 仕事の 爲に 用意した。 此等人 
物の 一人一人は、 其 の 側に ある 權空 淺らず 吸 ひ 取り' 淺つた 健全なる ものを 倒す 爲に 努力す る。 
政苻 は此等 人物の 一撈 に 苦しめられる。. 政府は 平和を 欲する。 平和の 爲 C は 凡てを 犧牲に しても 惜 
まない。 併し 政府が 吾等の 最高 政 f<i 然と 承認し ない 中. は 吾等は 彼等に 平和を 與 へない。 

人民は、 國 際的團 結に 依て 社會 問題を 解決す る 必要が あると 叫んで 居る。 併し 人民が 諸黨 派に 分 
れて 居る 爲 に 人民は 雪 s 思； isy なる。 何と & れ s 政爭 SJi は 金が 必要 pt が、 嫌ての 金 

四 一 



1: 所有す るのは 吾等で あるから である • 

，九 〇 權カ者と人民との_争 

吾等は 有識 階級の 精神力と 群衆 Q 盲 S 力と が團 結す る ことを 恐れる。 併し 斯 かる 事が 行 はれない 
樣に 吾等は 出 來るだ 竹？ 段を 講じた。 此等 二つの 勢力の 間に 吾等は 互 ひの 恐怖と 謂 ふ 障壁を 設け 
て 置いた。 斯く Q 如くし， て 群衆 e 盲 55 等 e 支持者と I、 吾等の みが 彼 f 指導す る。 吾等 
は破、等を目的の爲に動かす方法を知つて居る0 

九 I 人民と 吾等との 關保 

盲目 者 e 手％ 吾等 e 指？ 蓮し な s 樣 y す 5 爲 に、 吾等は 時々 彼等と 直接 S 觸を 保たな け I 
ばなら な. S 。 茬踅來 な s 時 Ktr 少く f W & 寒 g 仲間を 通じてし な： t れ ！ at ない。 
吾等が 一つ e 勢： r とし WS ら癸時 ys 等 ： a 公#: Qly 於て 群 f f 、 霉 K 有益な 意味 
の政治問題を彼等に敎へるのである。 ， 

村の畢校で敎へられて居る £ とを管理する方法 « あるだ&ぅか0ー國の代表、|國の支配的人物. 
が 括す ことは、 B 內 全® K 知れ— ?な5、 何故 人民 ef 以て f られ るからで 19 
九 二自曲 至！！ の 作用 



豫め非 齒太人 G 各 機關を 破® し*^ 樣 ki す 鼋® 2 に 手 至て 之 ^ 觸れ 、彼等® 機關 
の嫩 紀 I る e で i 。 此 S — は、— も 正し い 秩序に あつたが、- 吾等は 之を 放縱の 中に 置 
いた。 吾等は 司法 權、 選舉權 '言論 界 、個人の 自由の 發展 等に 手を 入れ、 特に 自由の 存在に 依存す 

る敎 W に 手を 入れた。 一 

九||1非»太人と其の法癉の破禳 

吾等 自身 s 誤 41 と考へ vf が、 吾 管 身に 依て 嚣 される 主？® 說とに 依つ/て、 吾等 
は 非 猶太 人の 靑年を 欺瞞し、 彼等 G 頭を 鈍に し' 彼等の 心を 腐敗させる ので ある。 

現在の 法律 6 正す t — く' 只反對 S 明 £ vf 曲 1 に 依つ て、 霉 S 大 なる 
效果を 畢げる ことが 出来た。 

九 B 法の 解！* 

複雜なるダ6中に如何に處すべきであるかを知らない政府から全く法を匿して終つた所に第ー 
の 效果は 現 はれた。 此處か ら 理法の 裁 列が 生れた ので ある。 

九 £ 地下道に依る«市の破壞 

賭君は謂ふ|若し吾等の計*が事前に暴露されたなら.人民は手に武器を持つて吾等に覇向ふ 7«; 

四 H 
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ら r 。 併し 吾等は、 斯 くの 如 墨 合 q 準備 して、 如何 If る 人物 も戰く 一の 術策を 持？ 
居る。 地下 鐵は 其の 理由で 各 主要都市に 建設され た。 吾等は 之を 國 家の 總 ての 組織と 文書と 共に 爆 
破す をので ある。 - 

.ブロ 卜 コ—ル 弟 十 

、現存 憲法の 廢止 ， 

九 六. 猶太の 外觀と 政策 

、 政府 も 人民 も、 事態の 皮相ょり 觀 察する ことが 出來 ない 〇 此の 言葉は 前に も 言つ たが、 それを 繰， 
返す ことから、 今日の 議論を 進めょぅ。 人民の 代表者は 議を 第一に 考 へて ゐ るの だから、 彼等は 
物の 眞相を 看破す る ことがない。 此の 事實を 詳細に 知る ことは、 絕對に 必要で あり、 吾等が、 權カ 
分立、言論のぎ由、信仰の自由、集會の權利、法律上の平等、財產住居の不可侵、篇稅の徵收、 - 
法の 反對 作用 等を； U ときに、 此の 知 職は 役立つ ので ある。 以上の 問題の 凡て に 關し 、決して、 
群衆の 前で、 直接に ま玄 然と、 觸 るべき でない。 夫れ に 觸れる 必要の ある 場合には、 I 々之を 列 



舉 する ことを 避け、 現存の 法律 的 原則は 正しい と斷 言すべき である。 此の 寡言の 重要性 tt ， 判然と" 
決められな 5 法則は、 吾等％ 何時？ 除去す t とが 出來 、若し 吾等が 7 之を 列？ れぱ 、之を 
全く 承認す る ことになると 言 ふ 所に ある。 

九 七 偉大なる 成功 

群衆は、 政治的 天-^ 對 しては、 特別の 憧れと 大なる 尊敬を 持つ てゐる •政治的 天才が 强 制的软 
策を 行つ た 場合、 群衆は 次の 言葉を 發 する。 「あれは 卑怯 •た、 全く 卑怯 だ。 併し、 何と 巧妙 だ t 
• •••• 巧い 遣 ロ だ。 許し S ' ん く 遣つ たもの だら う。 何ん と、 厚かましい 遣 ロたら う」 

吾等は、 吾等. が 計# した 新しい 基礎を 造る 爲 に、 各國 民を 引 込む 積* で ゐ る。 其の 故に、 吾等は 
第一に 此の 大瞻 さと 此の 能力を 取つ て 置かなければ ならない。 此 等の 赛が霉 の# 行者の 中に あ 
れば 、凡ての 障壁は 破壤 される であらう。 

- 九 八 1 と 人民 投粟 とに 依る 猶太の 勝利 

吾等が 國家 革命を 遂行した 時に 吾等は 次の 如く 言 ふ。 「凡ての 事業は 巧く 行かな かつた 凡ての 
災害を 諸君は 受けた。 吾等は 諸君の 凡ての 苦痛、 國籍 、國 境、 貨幣の 雑多を 除かう として ゐ々 。匆 
&、諸君は吾々を裁判する £ とは自由である。併し、吾等が諸君に與へるものを調ぺずに、斯くす 



四 六 

ることは正しいことであるだら -5 か0」 …… 斯く言つてやれば、彼等は狂*して、異ロ同音に吾等を 
胴揚げす るで あらぅ。 吾等 S 功 G 道具と して 創製した. 普選に 依つ て、 寒は、 人類に 屬 する 最も 
下等なる 人物に も、 集 # や 組合を 組織す る 習 * を附 けたが、 此の 苷選の 最後の 役割と して、 吾等を. 
審理する前に承認させる爲に、人類の奧論を作るのである0 

九九 普通 選* 

此の 目的 S に、 全ての 人類を 普選に 導く 必要が ある。® 級と 薄舉條 件と を 無視して. 吾等が 有 
權の 有識 階段から 得る ？: との 出來な い絕對 多數を 得る 必耍が ある。 

100 .個人 主 依る * 庭の 破 0 

斯く C 如く、 全人 類を して 自負心を 養は しめ、 それに 依つ て、 彼等の 家族制度と 其の 敎育 上の 重 
要 性と—? K >。 霉—衆 G 心 C 中 y 獨創 性が 生 f 鑫し V； 置く 出來 吾等 
の指導—けてゐ衣—の中^獨創性の强い人物が世に現はれることち物を話すことも許さな 
い 群衆は 彼等の 從順と 蓮 聽 とに 對 して 報酬 ？: 與へる 吾等 以外に 耳を 藉さ ない 習慣に なつて * 
る。 斯くの 如く、 吾等は 群衆を | つの 盲目 力 * し、 如何なる 場合に も、 吾等が 彼等の 首領の 地 & K : 
5 た 手代 e 指 f くして は、 行動 出來 ないやぅ y する。 群 S 報酬 其の 他の 利益が 新しい 首領 奴 



ら 出る ことを 知る 爲に 、彼等は 新しい 制度に 從ふ でぁらぅ。 

IOI 思想と 命令の 味_ 

政府の 計畫 は、 全て 一人の 麗から 生れなければ 友らない。 何故 f 、 數 人の 頭 腦ヵ證 の 事業 
を 分 s - lylla れ るからで—。 其 SS 等 2 が 行動 計 f SS 次が、 之を 
时 論して はな— い。 时 論に 依れば、 計畫の 本質， 各部 分の 聯絡' 各 要點の 秘密 等の 意 f 實行ヵ 
とは 失 はれ >0。 重が S し、— す 1 、夫 S 計 1 に味れず'聯絡もない誤 *0 — 
見の— SS ぎな い 物 kit 。 吾等 e 計畫 は强|、 1 »- e 出來 たも？ ぁる ベ 
きだ 。 夫れ 故— S 霉 SIGIK 才— 群？ 部 ef S すべ* でない。 

此の 計 f 依つ v も • lei 代 的 S を ■す f e 芸 v I 依つ W ' 僅か K 其 e 經濟 
€ 方面 el し、 吾 S 計罡 依つ て 動く 全 VS 展 S 1 で—。 

1011 非»太人國家機«の指# 

各國 には、 名稱 こそ 異なれ、 殆ど 同じ 物が 存在して ゐ る。 日く 代表 日く 大臣 日く 上院 B く 
C 閣 、日く 立法府、 日く S 府。 f s、 — SMIesi 係 s 仕掛 I 明す る— は 止め や 
ぅ。 睹君 4 一之に 就 V 41 充分 知つ V 居 思 ふ。 余は 只、 各 機 關が蜃 S 1 る 機能と 關係ぁ 
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ることを注意したい。吾等が|と言ふものは、機關其の物でなく、機關の機能でぁる0國家機關 
は、 人間の 各 器官が 人® の 作用を 分擔 する 様に、 政府の 機能を 分播 する。 若し、 五,！ 等が 國家 機能の 
ー部を害すれば、國家は人間の如く病氣に罹り、死んで終ふでぁらぅ。 

吾等が 國家 機構の 中に 自由主義と 言 ふ 毒を 注ぎ込ん. だ 時に、 凡ての 制度は 變へ られ てし まつた。 
國家は致命的の病氣、卽ち壤血病に罹つて、.只斷末*の苦悶の終0を待つのみでぁる。 

1011 1 自由 思想の 害毒 

自由主義の -^ 達に依つて、奴等の政府にとつて最も健全でぁるべき專制政髏の代りに、立憲政 |9 
が生れた。諸君自ら知 -6» れる通り、憲法は、軋鑠、不和、爭鬪'黨派の無役なる運動等の學校に過 
ぎない。. 一口に 言へ ば、 其れは 國家 ょり 個人性と 人格と を 失は しめる 道具に 過ぎない 。議場 t - 新聞， 
も、元首をして無能なら七め、薄弱ならしめ'重耍ならざるものにし'また不用にして終ふもので 
ぁる。 其の 爲 に 多くの 國 に 於て 元首は 廢され た。 

I 0四立*國家、黨爭、群衆 « 絡、 8 太人の選ぶ大統領 
.，共和制 時代の 到來は 可能と な &、 五# は國家 e 元首を、 政治 界の 漫畫' 的 人物' 卽 玉 大統領を 以て 
代へ た。 大統領は、 吾等の 仲間 や 奴隸で ぁる 群衆の 中から 選んだ。 其處に 吾等が 奴等の 間に 敷 枝し 



一た 地 笛が あるの だ。 

近い將來に吾等は大統領の責任を規定しょぅ。 

10 五大 統領の 資任 

其處 で、 吾 S、 吾—— く 行 ふので t。 此 e 計 寮 1 し 5、 吾等の グミ 
、トランプ 遊 •ひで、 S 札— ら ず、 仲間 s する 依に なつて ゐる 者—® ち 大統領— が 貴 任を 負 
ふので—。 此の 爲に 、'大統領に なりたい 人間が！、 大統領の— に、— が 全く 瓦解 
する やぅな g 亂が來 や. ぅと、 吾等 e 關 したと ころで ない。 

10 六 背徳の 大統領— 議窗 —宜戰 布告の 播利 

此の 結 S 11 吾 S 、 大統領と し W パナマ — e や— 8 つた 人 f —やぅ に 

H 作す る。— 雷 益—. 權？ 得む と 1 、特 f 保？ むと 1 '地位に 依 
I と— elsslls —' I 、 _| し、 保 
.護し、 掩護す る。 併し、 雪は、 法律案を 提出す る權利 も、 法律 6 正す る權 利— 會に與 へず、 
之 等の 權犁霉 の 手中の S で t 大統領に 與 へた。 

大 ISK が、 凡 VS 1 I と a 明か pt 。 吾 S •大 11 守— に 
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代 讓士を i - s 5 接に 人民 e 決議袅 へ 利を 彼 y 與へ る。 g ち、 多 螯 吾等の 盲目の 奴隸に 
する e 檷利 S へる。 其 e 外 y 、 吾等は 大— 戲集1|利を附與する。此锰利|等 
は說 明し w •彼： &資 任— 代表た, 〇 新し 左和國 Qiiu す iK 、 彼 ajK 司令 f して 家 
を 其の 指揮 下に 置かなければ ならない と 主張す る 0 

1〇 七 »太祕 密カの 立法 榷 

斯の 如くし V 、 窝 IQ 普 寒 S 中 Kt 、 寒 以外 ？ GiT t •立 f C ふことは 

出來 ない ことになる。 - 

IO 八 民衆. |#|義に依る新しい « 法 

其の上 吾等％ 新し， い 共和制 的 憲法を 制定した 時 y 、 政治の 祕密を 保持す る 必要が f と 言ふ理 
由で 吾等は議會から政府の方針に對する質問の權利を剝摩する。また，新憲法に依つて、代議ヒ 
の數を SSK 制限し、 夫れ に 依て — CSI —。 若し 全く 期待 S して、 政治の 熟 
情が— 間に 尙 S んで— m 、 人民 elssH 訴 へて S 士 2 f 斷行 する。 

上院の 議長と 副 嫌 f の 任命は、 大統領 の_限 でぁる。 吾等は 、 f を 常時 開會 せず' 其の 開 分 
期— 茵 月に 制限 41 ぅする。 臭の 上、 大統領は 實 行權の 長官と して 議會の 召集と 解散を 行 t 




i を 得る ものと する。 議會 解散の 場合に 次回の 召集を 延期す る ことを 得る。 併し、 吾等の 計畫の 買 
.行に於て、不法行爲の * 任が大統領 0 上に懸かる結果にならぬ樣、吾等は、彼 5:- 取卷く大臣其の他 
の 官吏を 煽動し、. 彼等の 方針から 行動す る樣に 仕向ける ので ある。 斯くて、 大統領の 代りに 彼等が 
黄任を負ふ。 …… 吾等は、此の役割を個人に委せるょゎ、特に上院、國會'內閣等に委せるやぅに 
.注吿 する。 

現行の 法律は 各 様に 解釋 する ことが 出來 るが、 大統領は 之を 吾等の 欲する 通り 解鞸 する。 吾 寺が 
:其の必耍を示せば、彼は法律を廢止する-。彼は、國家最上の幸輻の理由で、假法律を提議し'憲法 
め* !更 をす ち提議する權利を持つのである。 

IO 九 指 太 癱頭 政治の i 

以上の 方法に 依つ て、 國家の 憲法の 中に、 吾等の 權 利に 反して 採用し なければ ならな かつた 凡て 
5ものを，徐々に破壤することが出來る。斯くして，1時的方法として凡ての憲法 5: 少し宛廢止し 
九ての政府を目立たぬ樣に吾等の配下にー轄するの時を待つのである。 

I |0»太世界王國の宜言 

群衆は、 彼等の 元首 速の 放联と 輕佻 とには 飽 々して、 彼等を 追 ひ 出して、 「吾等を 團給 させ、 吾 
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等の 不和の 原因た る國 境、 宗敎 、國 家の 打算 等を 破壤 する 唯一 人の 世界の 王を 吾等に 與 へよ。 然り 
吾等の元首達や代表を以ては得ることの出來ない平和と安泰とを與へることの出來る王を。丨」と 
叫ぶ。 さう した 時に、 吾等の 獨裁の 承認が 憲法の 廢止 なしに も 可能と なる ので ある。 

III マッソンに 依る 害毒の 傳派 

併し、 斯くの 如き 希望を 實 現す る爲に は、 凡ての 國家の 政府と 人民との 間に 存在す る關 係を 絕ぇ 
ず 紛糾させる 必要が ある ことを、 諸君 も 承知で あらう。 卽ち 、凡ての 群衆を して、 不和、 戰爭 、憎 
惡 、空腹と 缺乏 との 苦痛、 病毒 感染 等に 飽き、 吾等の 手代に、 又 吾等の 完全なる 獨裁 に訴 へる 以外 
に 方法な きに 至らし める。 

若し、 吾等が 國民に 再び 鬪ふ の餘 裕を與 へるな' ば、 希望の 實 現される 好機 會は 再び 來る ことは 
.恐らくないで あらう。 




ブロ トコ— ル 第 十一 

世界 征服と 吾等の 寡頭政治 

i I II 新 憲法の 基磋 

參 議院は 政府め 權カ を 强める 'もので あり、 而して 立法府の 外 觀 を 備へ ながら* 實際に は 法律と 元 
首の命令とを作成する委員會である。 < 

吾等が準備する新しい憲法の計畫するところも其處にある。吾等は (1) 立法府に對する大統領の提 
案を以て ( 2 ) 1舣命令、大統領令や內閣令、上院法令及下院決議の形式を以て1又た ( 3 ) 吾等が時期到 
來と 思惟す ると きには 革命を 以て、 法律、 憲法、 及 裁判所を 創設す るので ある。 

I |三 吾等の 革命の 詳細 

今や吾等は此の目論見を大體作り上げたから、旣に吾等が說明した意味で、國家を改造する方法 
を 詳細に 研究す る ことにしょぅ。 言論の 自由、 集會 e 自由、 信敎の 自由. 代議 s 原則、 其 ¢0 他が 盛 
ん に叫ばれて居る。併し、之等は、新しい憲法が發布されたと & には、人生の目錄から抹消される 

\ i 




か、 根本的に 改革され なくて はならない。 吾等 の全ての命令を同時に發布することを得るのは此め 
時に 於ての みで ある。 若 じ 此の 時期を 外せば、 凡ての 目立つ た 變革は 危險に なる であらう。 何故な 
れば，此の改革が嚴重に行はれるときには、皎嚴&壓制に對する恐怖から人民の絕望を引起すであ 
らう。又反對に歡心を求める樣な政策を软ると*|は、人 -* は吾等が自ら誤れること 5: 認めて居るも 
めと思ひ、吾等の新しい必然なる權カの光は失はれるであらう。又或人は吾等が恐れ.を爲し讓步を 
餘儀 なくされた ものと 思 ふで あらう。 此の讓 步は 當然な ことと 思 はれる ので 之に 對し ては 何人も® 
謝する ものは ない® …… 

以上 «0 印条は新憲法の威光を傷けて終令新憲法發布の日から、卽ち群衆が革命の'爲に氣を失 0 
て居るときから(吾等の威カを示し、群衆の意向など頓着する必耍のない樣にし、吾等は群衆の意 
向 や 輿論に 關心 & 持たないばかりでなく'斷乎たる處置を以て .' 全ての發表、希望、意咏の表明等 
を 抑壓 する 樣に した い。 又た 吾等に 必要なる ものは、 全て 之を 取り、 如何なる 場合に も 奴等と 權カ 
を 分つ ことを すべきで ない。 …… さう したなら ば 彼等は 瞑目して 事件を 待つ であらう。 

I 1 四 羊の 群と して 扱 ふ 非 猶太 人 

非 猶太 人は 羊の 群で あり、 吾等は 彼等に とつて 狼で ある。 諸君は 狼が 羊小屋に 入つ たと きに、 羊 




がどぅなるかは充分に御承知であらぅ。 

奴等は凡てに眼を閉じて居る、何故なれば、平和の'敵を平定し*全ての»派を無カにした曉には 
取り上げた 自由を 再び 與 へる ことを 吾等が 約束した からで ある。 • 

併し 過去に 再び 戾るの を 待つ のが 永い ことは 勿論で ある。 ：■••• 

I Is 祕密を腰匿するマッソン耝合の外觀 

吾等が非猶太人に關する政策を創0、彼等には其の眞相を明かにせず、之を鼓吹する埋由は何虛 
にあるか。若し、各地に四散した吾が民族が、直接に達することの出來ないものを、祕密の中に得 
ょぅと 謂 ふに 外なら ない ので ある。 之は 吾等の 祕密の フラン •マ， ソン 結社の 結成に 大いに 役立つ 
た。群衆は此の結社に就ては何等知ることなく、奴等の注意を祕密結社の眞相から外らす爲に非辑 
太人の中からも此の結社に加盟させたが、之等の人物すらマッソン的計畫に氣付くことがない。 

神は 吾等 卽ち 神の 選民に 浮浪の 生活を 與へ た。 吾が 民族は 此の 弱 » を持 0 て居るにも拘らず、吾 
等のカを以て現在世界を支配せむ許6になつて居る。 

此の 土 裏の 上に 今や 築くべき 極く 僅な ものし か 殘つて 居ない。. 

五 五 



玉 六 

ブロ 卜 n I ル 第 tl 

V 

新聞と 其の 利用 法 

I I 六 「自由」 の 猶太 式 解 择 

「自由」と謂ふ言葉は幾樣にも說明することが出來るが、吾等は次の如く說明する。 
自由とは'法律の許すことを爲すの權利である。此の言葉を斯く解釋するとき、全ての自由は吾 
等の 思 ひの 儘と なる。 何と なれば、 法律は 前述の 吾等が 計畫 に從 つて 規定を 布吿 し、 又 磨 止す るか 
らで ある。 

1 I 七 描 太權カ 下に あ S 新聞紙 

吾等は新聞紙 5: 以て次の如く活勖する。新聞紙は現に如何なる役目をするか。新聞紙は人民の激 
情を 煸 0、黨派の利己心を支持する。新聞紙は空虛でぁり、不正でぁ 5* 、誤魔化しであるが、多 ^ 
は新聞紙が何の役割をするかを知らない。(新聞紙は吾等の馬で)吾等は之に鞍を置き、丈夫な手綱- 
を着ける。新聞紙以外の出版物にも吾等は同樣の丰段を講ずる。若し吾等が小册子や單行本の攻擎 




の 的に なつて 居たなら、 新聞紙の 攻搫 から 逃れる ことなぞ何の役に立つだらぅ。吾等は現在罟等炉 
檢閱を 行 ふ爲に 、髙價 になる 出版物を、 吾等の 政府の 有力なる 財源と する。 新聞紙には 特別 印紙税' 
を課する。，新聞社や印刷所の開設に對しては保證金を徵收する。斯くすれぱ吾等の政府は新聞紙の 
攻擊から逃れることが出來る。又吾等の政府を攻擊するものに對しては容赦なく罰金を課する。印 
紙稅、保證金、及ぴ罰金は國家にとつ-て大きな收入となる。 

政黨の機關紙は打算を起越して居る。其れは事實だ。併し之等の新聞が繰返し吾等を攻擊すると. 
き' 吾等は 此の 新聞の 發行 を 停止す る。 吾等の 政府の 正しき 威光に 觸れる ものは 必ず 罰せら る。 新， 
聞發行 停止の ロ實 として.， 吾等は 問題 の機關紙が、何等の理由も、何等の動機もなく、人心を攪亂 
するものであると主張する。吾等を攻擊する新聞の中には、吾等自ら經營するも.の\あるに注意せ 
ょ。 此は 吾等が 特に 變更を 希望す る點 を 攻轚す る ものである。 

一 1 A 新聞 •雑结 、輩 行 本、 其 他の a 表掸關 の 調査 
吾等の監蹬なくしては、何物も發布されることは'ない。此のことは、世界の情報を集める爲に备 
地に 腿は した 吾等の 通信 業者が 全ての 情報を 受取る 事實 に 依つ て 現在 旣に 成功して 居る。 此等の 通 一 
信 業者は 全く 吾等の 道具で あ &、吾等の命ずるもの以外には發表しない。 




今や 旣に吾 等は 吾等の 心を 奪 ひ、 彼等が 吾等から 興 へられた 色眼鏡を 以て 世界の 事件を 見る 程で 
あり、 又た 旣 に國家の祕密と稱して吾等の近4くを妨ぐる閂が如何なる國家にも存在しないのであ 
るから、吾等が吾等の世界の王を以て世界を支配するやぅになつた時には、如何なることになるで 
あらぅ か。 

出版業者 圖書 館員、 印刷業 者 等に ならむ とする ものは、 鐵 札を 必要と する 0 此の 鑑札は 違犯の 
場合には 直 sf れ る s で 斯く e 如くして、 思索 Q 方法— 等 Q 政府 S— 育法と 同 ~ 
物となり*群衆をして進步の恩惠に就て憧れることを最早ぎさないやぅにする。 

I I 九 「進歩」 の 猶太 的 解 篇 

此の空想的憧れは馬鹿げた夢に導くものであることを、吾等の誰しもが知つて居る。此の夢から 
群衆と 權カ 者との 間 S 無政府 的關 係が 生れる ので ある。 何とな れ ば、 進步 ょり、 否な 寧ろ 進歩の 思 
想ょり.各種の解放の思想が出て，止まる所を知らないからである0:ン：吾等が自由主義者と呼ぶ 
人<は、 « 行上でなけれぱ少く共思想上の*無政府主義者である。彼等は全部自由の夢 5: 追ひ、不 
平の爲に不平 |: 言ひつ\、無政府主義に陷るのである。 

I IIO 霣ぴ新 « 班に就いて 



再び 新聞紙に 就て 述べ やぅ。 吾等は 新聞紙に、 他の 嫌ての 印刷物と 同じく 一枚 毎の 印税と、 保 技 
金を課し’三十枚以下の單行本には其の傕額を課する ㉓ 此の種の單行本をパンフレ’トのー種とす 
る 二つには 此 Q 區 別！！ 一依 5 毒 Q 最大なる 雜营 數を滅 じ、 又 一つには 作家を して 長い 作品の み 
を 書かし める 管す る。 長い 作品は 髙價 t 謹まれ t と： &少 5。 反對 H 吾等が 大衆 S 爲に 編輯 
するものは安 « & るもので、到る處で爭つて讀まれる。課稅は著作者の虛榮心を段し、處前に *} す 
る恐怖は文士連を吾等の支配下に置く。 

霉 t 攻擊 する 作 f 書く 者が 5 W も、 之— 刷す る 人 見出す ことが 出來 さ。 印刷を*' 受 
ける前に、出版業者も印刷人も當局ょり印刷の許可を得なければならない。斯くして吾等は吾等の 
爲に 張り 廻らす 網を® め 知り、 此の 主題に 就て 吾等の 說 明を 先に 發 表する ので ある。 

文學的 作品と 新聞紙とは 最も 有 放なる ニつ S 育 的 勢力で t から' 霉 Q 政府 a 新 Ms 大部分 
—營 する。 其 e 故に 私營 新聞 e 有害— 1- 力の ものと して' 吾等は 人心 上に 大きな 勢力を 
張る。 若し 吾等が 十 q 新聞を 許可した 時には、 吾等— は 三十の 新聞を 創刊す るので ある。 

群衆は 疑 ；^ 挿 i-s 。 吾等が 發行 する 新聞 i て 見た と = ろ賣と 傾向と 1 にして t ので 
吾等の 敵 も 疑を 抱く w となく、 之 u 引 人ら れ る。 敵は 昆 §4 含と も出來 なくなる。 




, 六 0 

官報に 關する 政策は 吾等の 第一の 計畫 中に ある。 官報は 常に 吾等の 利益を 守る。 其 故に 官報の 勢 
力は 無に 等しい。 

第二には 御用 紙で ある。 御用 紙の 役割は、 無 主義 派と 穩健派 とを 引 入れる にある。 

第三の 計畫 には 吾等の 反對を 裝ふ 新聞が ある。 少く とも I つの 新聞は 吾等の 意見には 全く 反對す 
る。 吾等 e 反對 派は 此 SS 反對 紙— ら e 味方と 誤認して、 之に 彼等 sff す。 

吾等は 憲法の 存在す る 間， 各 傾向の 新聞紙を 經營す る。 貴族 主義の もの、 井 和 主義の もの. 革命 
主義の もの.、 無政府主義の もの 等、 各 傾向 の新聞紙を經營する。 

此等の 新聞は 印度の 神ヴ ィシ ユヌ丨 の 如く、 百 本の 手を 持つ て 居る。 此等の 手の 各々 は 社 # の變 
化を促進3せ -* 論を吾等の計畫に好都合のやぅに指導する0動榷する人心は判斷カを失ひ'容易に 
煽動に 乘 る。 彼等 自黨の 機關紙 Q 主張を 繰返して 居る と 自ら 信ずる 者は、 吾等の 說か 吾等を 喜ばせ 
るの說かを繰返して居るに過ぎなぃ。彼等は自黨の機關紙に從って居ると信じて居るが、事實 |± 吾. 
等が 彼等の 爲に 立てた 旗幟の 下に 集まつ て 居る ので ある。 

吾等の 新聞記者の 團髀 を、 吾等 流に 指導す る 爲に 、以上の 計畫を 注意 深く 組立て なければ ならな 
い。 吾等は 新聞 中央 事務所の'^ 義 で、 作 親盟を 作り、 其の 中で、 吾等？ 代が 氣 付かれぬ 様に 吾 



一* b n ? & 5。|穿 0 幾1呒 4 1*!等》 |+ £ に就て « 皮相的な批判と攻擊と 



等の 標語-と 暗號 とを 宜傳 する ので I 霉 の機 關紙 S 等の 計 f 就て は 皮相 的な 批判と 攻擊と 
—始 I 。 此 e 論爭 |論仕-|れ？3、|依？霉|ム|擎|との出來 
なかつ たものを 發表 する ことが 出來 る。 

吾等に對する攻擎を指導することに依つて、吾等は群衆に言論の自由を信じ3せることが出來 
る。 又た 之に 依つ て 吾等を 攻擊 する 反對 黨機關 が、 霉 の 活動 I 擊 する 眞 面目な 理由を 見出す こ 
とも出來ず'唯空論をして居ると謂ふことを、吾等の手代に立論させるやぅにすることが出來る。 

此の方 f 依？— 1 的 y ! か— れ、 、 霉 S 1 
する 信用を 博す る。 此 e 方法に 依つ issy 政治 S する 人民の 好奇心を f 立て' 又. 
は鎭 める s で—。 寒は 時には 眞相 t •時には 誤報— 刷し、 妻を— した 6、 否定したり、 
.常に 地上に 足を 下す 前 K 豫め觸 つて 見る 樣に 人心に 與 へる 影 冒 考慮す るので ぁる。 

霉 Is — 蠢 する。？ なれば 上述— 等 S 方 S 依つ 5 等が 芝— 主張す 

1 C 機關を 彼等が 思 ふやぅ に出來 ないから で—。 霉は 彼等の 說を敲 く— いので ぁる。 
霉 ir Is じて： a ' 霉 SGS 新聞 S 載した 風— f 御用 1 て S く攻爭 



I 




I ニ I マヴソ 又 リーと 新聞紙との 關保 

少 くと も佛蘭 西の 新聞界 には 旣に マ， ソンの 暗號に 依る 團結が ある 〇 凡ての 新聞は 職業 上の 祕密 
を 以て 結び、 古式の 宣誓に 依り 命令を 受けざる 限り、 # 員は 情報の 祕密を 拽ら さない 。如何なる 記 
者 も 吾等の 祕 密を拽 さう とはし ない。 何故なら， 吾等は 過去に 汚點を 持たない 記者は I 人 も 吾等の 
組合に 入れず、 違反の 場合には 直に 淡 等の 過去の 汚點は 曝露され るからで ある 。過去の 汚點が 其の 
所有者の 祕密 である 間は、 記者の 威光は 多 數の心 を 引付け、 群衆は 熱心に 彼の 後に 從ふ ので ある。 
=111 地方の 必要 

吾等の 計畫 は. 特に 地 1 に 迄 及 •ほされる •吾等は、 都會に 於け ると 反對 的な 希望と 心を 地方に 煽 ふ 
り、 都會に は 反對に 地方の 傾向と 意見を 吹 込む ので ある。 出 所は 常に 同じぐ、 吾等から 出る ので あ 
る。 吾等が 完全なる 權 力を 握る に 至る 迄、 輿論 卽ち 吾等の 手代が 工作す る 多数の 意見を.、 都會が 包. 
容 する やうに しなければ ならない。 絕 好の チャンスに 當り 、又は 危機に 當 り、 都會 が旣 決の 事項を 
非難し ないやう にす る。 何と なれば 此の 事項は 旣に 地方の 多數に 承認され たからで ある。 
|ニ三新制度の確實性 

吾等の治世に向ふ過渡的新制度の時代にあ 0 て、新聞紙が社會の腐敗を曝露することを許しては 

I ない。 吾等 S 新制 度が 總ての 人-* 利益と なり、 犯罪 tf 消した やうに、 群衆を 信じさ， せ 



1 な S 。 吾等 e 新制 度が 總 vq 人 利益と なり、 犯？ ら f 消した や 之、 群 f 信じさせ 
1 1。 丨 Is ® し— 合 f 1 S 牲 111 と 以外 泛— 知らし 

めない やぅに する 必要が ある。 

プロ トコ— ル 第 ±= 

. 輿論 攬亂の 方法、 

111 四 日常の パンの 奴 隸 

日々 の パ Nelesl 人： Hi し、 霉 e 從 順 11 る。 霉 ell 
衆ょり 引拔 かれた 手先®、 公式 文書に 明ら さまに 發 表して 不都合な 事を 論じ 霉 は 彼等 用 L 
彼等の 議 S 依？ 1 され— 利用して、 霉に 11 計 f 行 ひ、 之 S 決 事項 七して 
群衆 y 提示す る。 旣 K 決議 昆たも e 鲁定 する 大瞻— 有する 者 a 居な. S。 まして、 旣決 事項が 
.進歩的 f.-f 理由 sf れた時 y 於て を 哉で—。 新聞紙は •特に 新しい 問題に 對 する 興味を 唆 
£•( 吾等が、 群衆を して 新奇を 好む 樣に 仕向けた ことは' 勿論 だ。) . 



六 四 

I II 五 政治問題 

自ら 論じて f 問當 對 して 1 S 解 SJS 「— e 奴」— 人間 a 、 爭つ て 新しい 

問 f 論じょ—。 政治の 問— 數 世紀—— 導して 來 たもの 以外には' — 
に近寄れるものでない。 

止 等 凡て y 依 つ て 群衆 e 輿論 S 調査した 上で、 導； a 、 吾等の 計畫 の 完成を 容易に する のみで あ 
る。 其の 事は、 諸君 も氣 付かれる であらぅ。 又、 諸君は 吾等の 行爲 でな く、 時々 の 吾等の 發表 こ、 
.吾等が i:awf w と S 付かれ 芸— ぅ。 霉； a 、 全て 吾等 の 方？ 行 ふ £f 、 群衆 
の 幸福. の 確實 性への .^ 望を 手段と する ので ある。 

111 六 商工業の 問題 

政治に 餘 りに 熱心なる 人々 の 氣を 外ら す爲 に、 吾等は 新しい 問題と して ヱ 業 問題 S 提出す る。 彼 
等は 熱心に 此 C 問題に 義す る。 群衆； H 、 新しい 職業を 得る と 5 條件 p 、何等す る , j ともなく、 
所謂政治運動には飽き靜かにして居ることに滿足する。(所謂政治運動に於て、吾事は群衆が仲 
介 AJ 以て 政府と 爭ふ樣 § らした Qpfo ) 吾等は 群衆に 政治の 同じ 方面 集す ので ある。 

IU 七 遊戲と 遊び場 



群衆を 考へる ことのな い樣に する 爲 に、 遊戯と 娛樂 とに 依 D、 情慾と 遊廊 とに 依り、 彼等の 頭を 

悤 索から 外ら すので ある。 其の上で、吾等は新聞紙に依つて、藝術、各種スポ|ッの統技會 

«: 催し、 彼等の 考へ を、吾等が彼等と圖はなければならない分野から、除けて終ふのである。人々 
は 自ら 考へる ことから 段 A 不慣 となつ て、 吾等の 考 へる 通 &に 話す 樣に なる。 何と なれば、 (吾等 
.の仲間と見ぇない吾等の手先に依 0 て)彼等に新しい思想を吹き込むのは、.吾等丈けである。 

I II 八 非 猶太 人には 誤れ る學說を猶太人には唯一つの眞理を 
吾等の 治世が 承認され る 時に は、 自由主義 的 夢想家の ft 割は 全然 終る。 其れ 迄、 彼等は 吾等の 爲 
_に役立つ。其れ故に、吾等は、奇怪な、新しい、進步的と稱される說を群衆の間に吹込むのであ 
.る。 吾等は 愚かなる 群衆を、 進歩と 云 ふ 言葉に 依つ て 完全に 誘惑す る 事が 出來 た。 又、 彼等の 中に 
は此の言葉の中に隱された意味、則ち眞理は只ーつで、進化するものでないことを見透す者は居な 
(。所謂 進步と は、 誤つ た 思想で 眞理を § らせるものである。眞理は、吾等、神の選民以外には、 
.知られな い。 

|ニ九世界 £ 猶太人の掌中に_めるための大問題 

.吾等 s 時代が 罢き y 41、 人窆 吾等 SS る 時代に 迄 引* 擢つ て來奕 問署 5 ® 代 辯 者 



姑理由づけ5のである。此等の問題が吾等の政策に依 0 て謀れた £; とは、長い間氣付かれずに居る 
が、其の時にな 0 て、誰か疑ひを挟むだらぅか？ 

プ 〇 ト n 丨ル第 +B 

世界を 一神敎 とする ために 

I 三 o モ—ゼ 以外の 宗教の 廢止 

吾等の 時代が 到來 した 藤に は、 吾等 は、 吾等 の 一 神 S 外には 如何 t 宗敎 e 存在 も 許さない。 
此の 唯 一 e 神 y 依つ 7、 Its 民た る 吾等 S 命 a 、 神 S 命と 結び 合つ た。 又、 此 esy 依つ て 
吾等の 運命 a 審界の 運命と 合致した ので あ，^。 其れ故に、 霉は 凡ての 宗敎を 破壤 すべきで あ 
る。 若し、 之れ が爲に 現在の 如き 無信敎 時代が 發 生した としても、 此の 過渡的 段階は、 吾等の— 
を妨げない許&でなく、來るべき時代の人民が.、モーゼの宗敎に關する|に耳を傾けるための模 

趣— 1 了ゼ els ' I 的な、 良く f S 震 e も ep 、世界中 e 人 f 完全 
k 征服す る pi 吾等； a 之 Kf 、 此 Qie 凡て S 育 的 驚を 含む 不可 思 fl 理 1 




表しょう。 • 

1 = 1 世界は 指 太 人の 奴 線 

其の上で’吾等は如何なる場合にも、吾等の聖なる權カと過去の其れと 5: 比較する記事を發表し 
± うと 心掛ける 。救世 紀に 亙る 騷擾の 後に、 漸く 平和が 到來 する であらう が、 此の 平和の 狀態に 依 
って， 吾等の 統治の 慈悲 深い ^, が 目立って 来る。 吾等は 非 猶太 人の 政府の 過失を はっきりと 指摘す 
る。奴等の政府に對する群衆の憎惡心を唆り、群衆をして、自由の權利ょ0も、奴隸的の安逸を選 
ぶ樣に仕向ける。自由の權利は、長い間群衆を苦しめ、彼等から生活の道を牵ひ'此の權利に依っ 
て' 自ら 爲す 所を 理解し ない 山師の 連中が 群衆を 踏躅 った。 …… 吾等が政洽的基礎を*さうとする 
時には、 奴等を 不必要な 政變に 導く ので あるが、 群衆は、 政變に は懲 o て 居る ので、 再び 政變の 起 
ることを恐れて、吾等に賴るのである。奴等の政府は、全く考察カを缺き、人生の眞の幸鼴を解せ 
中、徒らに社會的幸幅に對する幻想を追ひ、群衆 *: 苦しめて來た。又、政府は其の計畫が人生の| 
般的關係を改良せずして改惡するのみであったことに氣付かずに來た。奴等の政府の此等の過失は 
特に大ビラに發表するのである。 ：•：. . 

11111 1 猶太の 宗教の 神祕 

六七 




吾等の 學者は 、基督 敎に關 しても 批刊を 加へ る。 併し、 吾等の 宗敎 を眞 正に 批判す る 者は ない。 
.柄と なれば， 吾等の 宗敎の 秘密を 裏切る 者は、 吾等 同族の 中には 一人 も 居ない からで ある。. 其れ故 
に 吾等の 宗敎 を极 本から 理解す る ものは ない ので ある。 

1111 = 不道德 なる 作品と 未来の 文學 ■ 

近代 國 家の 中に' 吾等は、 不道徳な 劣 惡文畢 を 創造した。' 吾等の 時代が 始まつ た 後 も、 暫 らくの 
間は、吾等は之を獎勵しょぅ。さぅして、此等の恥ずべき文學と、吾等の演說、吾等 0- 計壶等を比 
較させ ょぅ。 4 

奴等を指導する法を敎育された吾等の賢者は、演說の草案、計畫，所感、其の他の記事を書く。 
吾等は、 之に 依つ て、 •人心の 上に 勢力を 張り、 群衆に 押 付けょぅと する 吾等の 思想と 知識と に、 群 
.衆を 導く ので ある。 



ブ ロト n I ル 第 十五 

マッ ソ ヌリ— と 敵 粉碎の 方法 

一 三 四 同時に 起る 世界 革命 

到 5 處 、同一の 日に 起る やう 準備され た國家 革命の 援け K 依つ て •現存 國家の 無力が 決定的に 認 
めら れた 後に 於て、 遂に 吾等の 時代が 創 まる。 C 併し、 之には 未だ 相當 の 時期、 恐らくは 一世紀を 耍 
する であらう) 此の 時には、 吾等は 吾等に 對する 陰謀の 起らぬ やうに 用心し なければ ならない。 

luf > 五 秘密結社の 禁止 

吾等は、 此の 計畫の 爲 に、吾等の王の卽位に對して武器を以て歿向ふ凡ての人民に死刑の宣吿を 
下す。新しく設けられる如何なる祕密結社に對しても、同樣に死刑の宜吿を下す。現在存在する祕 
密結 社は 吾等に 承認され、 吾等の 役に立ち' 將來も 役に立つ であら 5が、吾等 0 時代が來れば、吾 
等は 之を 廢 止し' 結社 員は 歐洲の 避 地に 流刑に 處す るので ある。 

I 三 六 非 猶太 人 マッソン 負の 運命 

. 六 九 




尙 gf 內 情に 通じて ゐる 奴等の 結社 員に 對 しても、 同 樣の嚴 前を 加へ るので ある。 何 力の 理由で 吾 
等が 敬遠す る 人物には、 永久の 流刑を 以て 威嚇す る。 

吾等 tt 新しく 法律を 發布 する。 之に 依って、 凡ての 秘密結社の |を，吾等の政治の中心たる歃 
洲から 速 ざけ る やうに する ので ある。 ， 

吾等の 政府の 判決は 確定 的な もので、 上訴を 許さない- 

|||1七テ0に依る»太人の權ヵ ， 

吾等は、 奴等の 社會に 不和と 騷播 との 深い 拱を 張っ たが、 彼等が 秩序を 保たう とする 爲に は、 吾 
等 e 不撞 &權 力を S る 以外 S 方法® ない。 未來の S を 確保す る爲に 犠牲者を 出す ことに 對し 
ては、 特別の 考 It を拂ふ 必要がない。 政府は、 自身の 存在の 理由が 其の 特權の 擁護に あるので なく 
其の義務の行使にあることを悟る必要がある。斯かる政府は'義務として、虐殺を行ふことに依つ 
で すら，、 幸福を 確保し ょうとす る。 一つの 政府が 基礎を 固める ためには、 其の 權カの 威光 を强 めな 
ければ ならない。 此 s 威光は' 不撞 なる 力 に 依っ て 9 み 得る ことが 出來 る。 吾等® 力が 神® 的 不可 
思議 ：： 卽ち吾等が「神の選民」.であると謂ふ印象を與へなければならぬのは、其の故だ。近代に 
茧る迄の露西亞の專制政治は、それに似たもゎであった。卽ちそれは法王廳と共に、.吾等の敵であ 



つた。 響は、 伊太利に 於け る實 例を 記憶して ゐる であ—。 伊太利に 於て 流血の 接 事が あつた" 
血を 撤 いた— se 一 本 S に すら、 人'! は觸れ なかつ た。 シラ： a 、 彼 e 力を 以て' 人民の 前に 
神と して 現 s れ た。 彼 編 t く 伊太利 KSSS 、 人民 a 彼— め、 不可 1 と 
した。 人民が 其 S 氣と 精神力と e 故—— 人 K 對し 5、 彼等 a 一 指を泛 St とが 出來 
ない。 * 

1 三 八 マ, ^ソン貝の壙 || 

吾等の 時代が 到來 する までは、 反對 に、. 吾等は 世界中 到る 處に マ*' ソンの 組合を 創り、 其の 數を 
殖やす ので tv 吾等？ 先と、 手先たり 得る 人物と を、 吾等は 此處に 引き寄せる ので—。 マッ 

ソンの 組—、 霉 11 所— り 、霉 が—— ある。 . 

一三九シオン賢人會のマッソン結社統制 

吾等は、 凡ての 組合を、 吾等の みが 知る 吾等の 賢人 會 本部の 馨の 下に 置く。 各 組合は， 其の 代 
表を 選ぶ が、 SSSI 吾等 S 人會 本部が 薄れ V 、 — ssgff 發管 f SI 
.る。 霉 a 、 マッ 5 ele 中！^ 凡 ve 革命的、— SS 中心 S く。— S 、 各階 級 
の ものから 成 芝て t 。 最も 祕密？ 政策 も 霉£ 知 3 れ 、其 S 行 s 時から 吾等に 指 



導され るので ある。 

一四 0 閜« と 描 太— マッソン 

多數の 組合員 中には， 國內 警察 員と 國際瞀 察 員と が 思して ゐ る、、 何ん となれば、 (アゼ フ 事件に 
於けるが如く〕彼等の仕事は吾等になくてはならぬものであるからである"鬌官は、强情*人間に 
對 して 手段を 講ずる 許りでなく、 吾等の 行動を 隱し 、不平の ロ * を 創作す るので ある。 

.1 四- 祕密結社£動かナ猶太—マッソン _ 

祕密結社に加人する者《、大槪野心家であるか、山師であるか、さもなくぱ輕薄な人間である。 
苔 等の 計畫を 完成す るた め に’吾等が彼等と協議することに何等困難はない。 

叛亂が 起る ことがあ 九 ば、 其れは 吾等が 大きな 團 結を 破逋 する ために 社 # を 混亂に 導く 必要が あ 
つたことを表明する。叛亂の陰謀が存在するならば、其の陰謀の首領は吾等に最も忠實な奴隸以外 
の如何なる人間でもない。マッソンの事件を指導するものは吾等で、他の如何なる人間でもない9 
何んとなれぱ、吾等は凡ての行劻の最終の目的を知り行動を如何に指導すぺきかを知つてゐるから‘ 
… 。之に 反して、 奴等. は 何事 も 知らない。 彼等が 其の 計畫 を 實行す る 時は、 每も單 なる 一時的 自尊 
心の 成功で 彼等は 滿足 する。 彼等の 計盡 も' 彼等 自身の 頭から 出た もので なく、 吾等に 暗示され た 



ものである こと すら、 彼等は 氣付 かない* 

r 四 ニ 非 猶太 人 S 利用しての 成功 

奴等は 好奇心 t — に 加 人す る。 或 者®、— S けに 依つ 5 會的 利益 e 分 前 运から ぅと 
謂 ふ 希望で 加入す る。 又た 或 者は、 何等 根據 のない、 實現 不能の 夢を 公衆の 前で 發 表出 來 ると 謂 ふ 
理由で 加入す る。 彼等は、 成 S 拍手— 心 t— して t。 羃 S 等 sf 拍手と を 興へ 
る ことを 惜しんで はな—、 霉 は 彼等に 成功 S へ S。 其の上で 彼等の 滿足を 利用して、 吾等. 
の暗示を、何等 (0 黎戒なしに、採用させるやぅすることが出來る。彼等自らは自分の思想を考へ 
出し、也人の思想を取入れるのでないと信じてゐる。奴等に1寸した不成功を與へても、彼等を沮， 
g： させる こと ％ 出來 る。 斯く e 如くし V、 彼等 tr 新しく 成功を 得る ために、 奴 隸的從 順に 導* れ 
るので ある 0 

吾等の 同族が 其の 計畫 の達成を のみ 考 へて、 其の 個人的 成功— 視 して ゐる に反して、 奴等は、 
其の 個人的 成功を 得る ために、 凡ての 計畫 をす ら银牲 にしょぅ として ゐる 奴等の 此の、'^ 理狀 だは 
霉の 仕事 f 上に 非常に 役立つ て ゐる。 見たところ 虎 St な 彼等は、 心の中は 羊で ある。 
のみならず 、彼等の 頭脳は 全く 畫 である。 吾等は 彼等に、 霉の 突飛な 嗜好 物 丨 卽 ち、 共産 主 



義 の 中に 人類の 個人性を 混合し ょぅとす る 夢を 與 へた。 

I 四 11 1 共産主義 

との 共產主 s、 se 創— 來 、人類 q 各々— を 作 り、 個人性を 生み出す Igf 大切， 
な 原 H を 破っ ViQ る。 此 g 明らかな 事實を 彼等は 悟らない。 又 決して 悟る ことがない p あらぅ。 

寒が 奴 1 的 ylwfu と％ 出來る S 、 奴等 Gil 力 S 等 e 其 is ベて 著しく 遲 
れてゐ る t でな.^— か。 此 e 事 轰、 霉 e 成功に 對す K ? 恩惠 的な も spt 。 吾等の 祖先 
の » 人は、「手段の前に躅躇してはならぬ」とか「目的の達成のために犧牲を惜しんではならぬ 1_ 

と 謂つ た。 

IB 四-テロと 强 制 執行との 爲には * 性 £ 無韉 

吾等の 祖先 菜 e 計® S 成 6た » に、.如何に讀的孟1;\たかを知るこ务出來言。吾等は 
奴等の 播牲 者の 數は數 へ. なかっ た。 勿論 吾等 自ら も 多數 の 犧牲 者を 捧げた が、 其れに 依っ て、 吾等. 
は 此の 地上 y 夢にも 想像 出來 & かった 吾等 e 支配 管 確立した 。歎に 於て は® く少螯 吾等 同族 Q 
犧 牲者は 、吾等の 民族 全 賭を 破壤か ら 救った。 

- IB S 1 ソ.\|^の * 牲—非«太人に自由至義 £ 丨 




死は 各人 q 避： tt と e 出來汔 最後！ B^。 新し 5 秩序 Q 産物た る 吾 S 同族と 寒 s 臣民と 
の 死を 見る ょ ■='41、 吾等 Q 仕事に 邪 8 をす る 人物 S して、 死を S 5 方が ょい。 霉® フラン* 
マッ ソン 結社 f 殺す 時 ■其 e 仲間 も 疑 S 挾— いやう、 又 犧牲者 自身 すら 其の 死因が 解らない. 
やうに しな tsl な. S。 必 1 時には、 結贅は f れ る。 而も、 i の 死に 依？ 死ぬ やう 
に 見せかける。 眞 相を 知つ た 仲間が あつても、 一人と して 異議を 申立て fs ない。 斯 くして、 
フラン •マッ ソン e 間から、 吾等に 對 する 叛亂 の 野心の 1 を 一掃す る。 吾等は、 奴等の 間に 
は 自由主義を 說く 、併し、 吾等 s 臣民と 吾等 s 手代 K 對 して K、 絕對服 f 强 ひる e である。 

一 四 六 非 a 太 人の 法 偉と 榷カは 重要性 i 失 ふ 

霉は 吾等 5勢 力を 以て、 奴 S 政府 e 法律 s 執行を 最小限度 K 制限す る。 奴等 S 律の 威厳は. 
霉が 鼓吹し S 由 主 S 3 に 依 5 へ 3れた。 霉が 欲」 is 奴等 S ?— 義の 政治 
と 道徳と q 最高 g 原則— 判 踅 依て _3れ る。 吾等は 此 e 目的 S す JS 等とは 別個の も 
のと 一般 y 思 はれて 居る 方法、 卽ち 輿論、 新聞紙、 其の 他— 用す る。 上院 置、 高級 官吏 等に 至 
るまで 霉 q 套 S 用 1 K —。 SSK 的— 力 e 低級 S — 祈」 觀管 下す ことが 出 
來ない 。又 問題が 如何なる 方向に 進む かを 豫知 する こと. が 出來 ない。 



I 四 七 神の 選民 

之に 依つ て 「神の 選民 J Q 優越性を、 奴等の 本能 的 獣性と 邦然 比較す i とが 出來 るので ある- 
奴等は— ことが 出來 る。 併し 11 ことが 出來 ず， 又 S 質的な もの 以外に) 發 明す 1 
出來 な. S 。 其 故 然繁が 寒に 世界 支配 S 命を 與へた ± 謂 含と が出來 る。. 

I 四 八 猶太 人の 法律は 簡明 

霉が 統治し、 吾等 Is 利益 if 發 表出 來る 時代が 來 た時に、 吾等 a 凡ての 立 I 

する。 霉 C — は I で、 明瞭で、— り、 說明的 附則 等を— としない。 此の 法律は 萬、 
が 諫 解し 得る 樣に 書かれる。 

I 四 九， 綰對 服從 

此の 法律 £ 要な 特質； a 權ヵ y 對す 5 絕對 服從に 在る。 

|五 0 褙カ濫用に對する極刑 

其 故に、 各人 S 任觀 f 依？、 權ヵ 代表者 gl の— は、 如何な— 力の— くな つ 
て 終 ふ。 下級 SS 權的 行爲は 之— 烈に 前し、 權 力を 試みに 行使して 見ょぅ— へ f のな ど 

失く し TS 。 吾等 SS 政府 機關 s 蕾ぎ — g 行 11 る。 何— れぱ 行政の 1 



は 凡ての 放縱を 誘致す るからで ある。 如何なる 違法 も 如何なる 濫用 も 見せしめの 爲め 必ず 罰せられ 
る。 行政官の 腐敗、 共謀 等は 前せられ る。 一度® せら るれば、 之 等は 影を 消して 終 ふ。 霉 の主權 
の 威力を 保つ 爲 には 有效 なる 刑 前を 必要と する。 僅かな 違法 行 爲も嚴 前に 處す る。 何と なれば 如何 
なる 法 も iQ 最髙 — 威力に とつて 有害で t か 41 。過失の 故に 不相 應に嚴 f れた者 
は、 主權 、政策 及び 法律を 守る 爲め 政治的 戰 場に 於て® 死 W た 勇士で ある。 個人的 利益を 公生活に 
持ち込む 事は 社會を 指導す SS 合？ ら 許す ことは 出来ない。 吾等の 司法官は 罪人に 對 する 愚. 
なる 同情を 表明して f するとき には 正義の 法 玉 破る ものである ことを 知つ て 居る。 正義は、 刑 前 
に 依り 人間を 敎育 する 爲に 設けられ、 司法官の 同情を 表明す る爲に 設けられな かつた。 斯 くの 如き 
性格を 個人 生 ^ • に 表現す る 事は 何等 問題と すべきで ない が、 人類 敎 育の 基礎た る 公生活に 於て は 許- 
されない。 

I 五 I 司法官の 伴 年 

霖の 司法官は 五十 五歲を 越 免て は 勤める ことが 出來な ハ、 何と なれば 第一に 老人は 交 主義を 
頑强に 固持し、 新しい 命令には 容易に 服從 しないから、 又 第二に 此の 停年 制に 依り 靠ヵ思 ふ ^ に 
陣容— へる ことが 出來 るからで—。 此の 制 表 吾等に とつて 好都合で Is 、 SS 地位を 

七 七 



七 八 

f ぅとす る 者は、 奴等の 利 ■喜 的に 從 はなければ — g ところに ぁる。 

_ £ = 司法官 及 其 他の 高等官に 自由， 王 止 

一般に— e—tr — .-« 裊前| pf 、 法— 用す f I 
解し、 而 して 現在 奴等 e 考へ— る 如く le 廢墟 の 上に 11 現す 1 はさ ことを 

理解し — i 夏 K,。 SI 疆 8靈 

等の 運— 密—關 係す— 利益 S に 働く？—。 新しい 時代 es — 人民の 關 係の 秩 
序 S する 權カ e 潘用は 許すべき でない こ— 敎育 される。 ， , 

現在の 奴等の 苛 法官は 其の 義務に 對 する 正し—? 有せず '凡ての 犯罪に 對し寬 大 でぁる。 之 
111 命 1 0 、貴 任 stls す— 卷 1込 む のを 
11 1。 f 其 S 子供を—— S」HIS く' 霉 SS 來に收 
入の 1 地位— へ、. に 其 等 e 地— §在す3 か I 明し ない。 其 故に 政府は— の，， 

參行蓉 1■!! itlll 藝 1 

吾等 8 等 QIS 凡て es か —— I して—。 f s 人民 gls 等 e 政府に 



吾等 自ら 司法 的敎 育を 授けた 者の みを 之 等の 敎育に 採用し ょぅ。 

I 五 11 1 世界の 金 

官吏の退職は吾等の金庫に大きな負檐を負はすのではないかと讀ふ疑問が起るが’吾等は之に次 
の 如く 答へ る。 

第一に， 官界に 地位を 失つ た 人物は 私營 事業に 地位を 求める 樣 K する。 第二に、 世界の 凡ての 金 
貨は吾等の掌中に集つた爲に’吾等が多額の費用を惜しむ必要は毫もなぃ。 

吾等の 獨裁は 凡てに 及ぶ。 が 命ずる ときに 吾等の 意志が 反對を 受けず、 尊敬され、 實 行され 
るのは 此の 故で ある。 

IE 四 猶太— マッソン 權カ 

如何なる 不平、 不滿も 吾等は 考® に 人れ る ことは 要らない。 懲戒 的 刑罰に 依つ て 凡ての 犯行は 壓 
へられて 終 ふ。 

I 五 五、 上訴 權の 禁止 

吾等は 吾等の 法廷の 判決を 無效に する 上訴の 制度は 菝 止して 終 ふ。 何と なれば 人民に 吾等の 判決 
が不正であると謂ふ思想を抱かしめてはならぬからである。若し判決に誤りのあつた場合には吾等 

七 九 



..自ら 邦 決— 棄し 、義 ff ' 理解し なかつ S 法官 gAf 行？、 同じ 樣な 場合が 再 •ひ 繰 
返されない 樣に する。— I 度 繰返して I が、 人民 2 い— と共に 良い 官吏— 求 I が 

あるから、— sff 寒 文民— く霉 KII ■すれ？ いの だ。 

I 五六 吾等の 世界 王の* 長 的外戳 

吾等の 政府は 其の 主權 者に 依つ て 人民の 族長 たり、 8 た b 、 保 響た る® 外観を 備 へる。 主 描 

者の 人格 a ' 群衆 QKI 、 群衆 ei 、 人民 相 M 、 人民 ± 統治者と の 關係 等を 常 if る 父 
と 見える であらう 0 

|五七猶太の世界王の神化 

若し 群衆？ 和 ife 世界— むる— ば、 彼等 a 霉 の 王 g 保 S し SS も出來 ない 
こと— るで あ— 彼等は 吾等の— の 前に 跪き、 吾等の— 敬し， 神 f s — ら 
'う。 吾等 e 手代： & 群衆 S 利奚す も e でな く、 主權者 e 命令 を單に 實行 して 居る？— こ— 
馨が確 =6SK 於て、 特に f で—。— S へ 深い 親— 服從 との 法則に 依つ て 小兒を 
教育す る 如く、 吾等が 凡て 塞理 した？ 見て f す f う。 

|五八猫太 0 接ヵの箱對性 



吾等の 政策 の 祕密に 關して 無智なる ことに於て、群衆も亦た奴等の政府も恰も赤兒である。 

諸君が 見る 通り 吾等 の專制は權利と義務と «75 上に建設される。義務の完全なる«行を耍求する檷 
d 利を 行 ふことは、 政府 <0 第一の義務で&る。最も强い權利を有する政府は、自然の法則、卸ち服從 
の 上に 建てられた 秩序に 人類を 導く ので ある。 此の世に 存在す る もの 凡ては 何 かに 服從す る。 若し 
他のカに服從するでなければ事情に服從し、又《自ら 00- 性質に服從する。然り如何なる場合にも弱 
ぃ者は强者に服從する。其故に人類幸輻の見地からしても吾等は最も强くならなければならぬ。 

旣 に 確定され た 秩序を 破る 一個人を 锇牲に する に 吾等は 韉躇 しては ならぬ •何と なれば 惡に對 す 
_る懲戒的刑拥には敎育的わ大きな意義が存在するからである。 

一 五 九 描 太の 血統に 依 S 世界 王 

ィスラ H ルの 王が 其の 聖なる 頭に 歐洲が 捧 ぐる 王冠 *: 戴く 時に、 彼は 全-世界の 族長と なる ので あ 
.る。 吾等の 壬が 戴 冠す る爲に は 相當の 犧牲 者を 必要と する。 併し 其の 數は 、數 世紀に 苴つて 奴等の 
政府の 吾等に 對 i -' る 反感と 權勢の 遂行との 爲に 供され た 吾等の 犧牲 者の 數 K は 決して 及ばない。 吾 
等の王は何時も人民と密接な接觸を保ち、講澶の上から演說をする。演說は直ちに全世界に擴めら 
.れ るので ある。 



A ニ 

プ ロト n 丨 ル 弟 十六 

敎 育の 廢止 

M <0 #育§ 太！^ ソン 化 

吾等 以外 S 凡て S 集團 力を 破壊す 5 目的で、 霉は集 1 義 si 階た る大學 S 止す る。 其 
の 上で 靠 ess < 新しい 大 fs する。. 畢 長と if a 吾等 e 祕密 e 計® に 依つ て、 祕 
密裡に 養成 3 れ 、如？— も 彼等 S 等 e 計 f 儘に— 樣に 仕組む ept 。 彼等、 看 
と 敎授と e 特別 以て 任命され、 吾等 の 政府には 證服 從を强 ひられる ので ある。 

政簡 題と I 問 f Kg する 凡て es は、 敎 育ょ I 外—。 此等 特 sf 
た極 く少數 e 人物 £ へ— 止 f。 大 5 門ょ 1 S? 作—、 政治— 
靑ニ才 を 出— 樣孚 る。 政治 1 して a 奴等 21 も 決して f こと S 來 なかつ ミ 

政靈— 靈 t 、 If 霧參 、 f If I •奴等 

S 通敎 育％ 奴等を 如何 にし 袤 sf § て 居— ぅ。 過去に 於て a 、 社 會序秩 




を弱める爲の各種の原則を敎育の中に紹介することが、吾等に取つて必要だつた*併し吾等が權カ 
を握つた時に、敎育の中から、混亂を釀す總ての科目 |: 避け、声年 5: して，平和と平搛の支柱であ- 
&、希望である4等の支配者を愛し、權カに對して絕對に從順なる小兒忙することが必要である。' 
吾等は 古典の 畢修 を 禁じ、 又歷史 は 良い 貧 例ょりも 惡い實 例を 多く 提示す るから、 之を 廢し 、吾等 
€ 未來の 計畫に 關する 硏究を 始める。 吾等は 奴等の 回想録ょ D 、 吾等に 不都合な 過去の 出來 事を 除 
去し<唯に奴等の ©:' 府の過失 5: 指摘したもののみを续して置く。吾等は吾等の敎育の第一の計靈と 
して、實生活、當然なる社會秩序、人民相互の關係等の硏究、社翕惡の酵母たる利己的罪惡を避け 
る義務、其の他の敎訓的事項を舉げる。敎育は、職業に依つて區別し、如何なるロ實を以ても敎育 
€* 一化を行つてはならない。 

以上の 問題は 本質的に 特に 重要で ある • 

I 六 |曄 級の 敎 W 

各階 級は 其の 特有の 目的と 仕事と に 依つ て、 ® 格な， る 制限の 上に、 敎 育され なけれ ぱなら ない • 
極く稀なる天才は、他の階級に帱入することが可能だつた。亦た今後も可能で 2> らぅ。併し無能者 
が他の階級に入ることを許すことは*生來の天分と天職とに依つて其の位置にあるものの位置を奪 

, , 八 H ' 



ぷ結果となる。之は全く愚なことである。斯くの如き愚を許した奴等に取 0 て、如何なる結果が起 
o たか*- 其は 諸君 も 充分. 承知で あらぅ。 

I 六 ||吾等の世界的主權の爲の教育 

奴等が 心から 吾等の 主檷を 認める 樣に する 爲 に、 學 校と 公共 S 場所と K 於て、 吾等の 主權の 活動 
.と 其 0 計聳との利益を敎へることが必要だ。 

|六 = 私肢敎育禁止 

吾等は 凡ての 私營敎 育を 廢 する。 學生 は俱樂 部に 於ても、 又 畢校 贮於ても、父兄と共に集まるこ 
とを許される。此の凜合に際し、又は祭日に、敎授連は所謂公開講義に依り、人民相互の關係と棋 
做と «0 法則に關し.'嘸齓限なる銃爭の弊害に就て講じ-最後に未だ世間に知.られざる新學說に迄及- 
ぶので ある。 

I 六 四 猶太 的學說 は獨斷 

吾等は、 新畢說 から 一 e 獨斷を 作り、 夫れ に 依つ て、 奴等を 吾等に 對する 信仰に 導く。 余が 現在 
友び 將來 に對 する 吾等の， 行動の 計聳 の發 表を 終つ た 時に、 余は 此の 舉說の 根據 t : 申 述べょぅ。 

|六£思索の自由の禁止 




# \ 

人間は思想に依つて生活し、思想は敎育に依つて授计られて居るから、畢修者の階級と年齡とに 

差異が あつても、 結局は 敎育は 同じ 效果を 擧げ る。 此の 事實 を知»菩等は、吾等の利益の爲に奴等 

の獨創 力を 根絕 する ので ある。 吾等の 計畫と 目的との 爲 に、吾等は奴等の獨創カを物質的方面と吾 

等に 必要な 方面との みに 制限す る樣に して， 來た が、 此の 奴等の 獨創 力の 餘光 をすら、吾等 .« 利益の 

爲奪ひ 取つ て 終 ふので ある。 

|六六皮相的敎育|實物盡教育 

奴等 C 思索を 壓迫 する 方法は 旣に嚴 格に 行 はれて 居る。 . 

例へ ば實 物畫敎 育と 呼ばれる 方法で、 奴等の 思索 力は 弱められて 居る。 此の 敎育に 抜つ て 奴等は 
繪を提示 3 れなくては、何事も理解出來ない，樣な動物になつた。佛蘭西に於ては、吾等の最も尊敬 
すべき 手先' ブル ジ * ア 氏が 此の 新式 實物敎 育の* 施を 發 表した。 




. 八 六 

* 一、 I 

ブロ 卜 n I ル 第 十七 

鋤 , 

法學 者と 宗敎 家との 信用 失墜の 方法 

I 六 七 法 K # と 辯 護 土 

辯 護士 制度は、 冷酷な、 慘 酷. &、 又た 頑固な、 如何なる 場合に も 人情味を 捨て i 純 法律 的な 方面 
に 走らぅ とする 人間を 養成す る。 彼等は、 社 會の 利益の. 爲で なく •單 なる 辯 護 の爲に凡てを處理す 
る ことに 慣れて 居る。 彼等は 如何なる 辯 護で も 拒絕す る ?: となく' 法律の 微妙 さを 利用して， 如何 
なる代償を拂つても無罪にする樣に努カする。之に依つて、.彼等は法廷を墮落させて了つた。其故 
に吾等は此の職業を狹い範圍に限り辯護士を執行官に任じょぅ。辯護士は闻法官と同じく訴人と交 
渉する權利を刺奪される。彼等は法廷ょり事件を受取り * 法律的文書と報吿とに依つて事件 5: 調査. 
し、法廷に於て彼等の顧客を審間し、事件が明瞭になつた上で辯護に從事する。斯の如くして利害 
に依らず-證據に依つて指導される.正しい公平な辯'護が行はれる -«? あ&ぅ。之に依つ，て現在の陪審 
制度の蘅敗をなくする £ とが出來る。而して陪審官が多額の金 *: 拂ふ者に事件の勝利を導く 21 とに 



滿足 する ことな どの 事例は 失くなる でぁらぅ。 

|六么非猶太人備侶の不評利 、 

基督 敎 僧侶の 信用は 吾等に 依つ て 破壊され、 彼等の 使命 も 塞な しにな つた。 彼等 僧侣拉 吾等に と 
つて實に苊介物でぁる。 V 

I 六 九值敎 の 自由—* 督敎の 被* 

併し 彼等の ゴィ ムに 對 する ® 力は 日一日と 弱められた。- 信敎の 自由は 到る 處で 叫ばれ、 ■其 故に 日 
ならず して 基督 敎は 完全に 破壤 される でぁらぅ。 吾等は 其處で 他の 凡ての 宗敎 を破壤 する。 併し' 
此のことを公然に發表するには未だ早過ぎる。吾等は僧侶と基督敎的敎育とを弱め、人民間に於け 
るその勢カを昔の偉カがない樣にする。 

I 七 O 法王* に對 する 猶太® 針 晝 

法王の 嘉を 1 的 する 時が 來た 時に、 見へ i 霉の 手は 宮 f 指し、 奴 f 一 梭に導 
く。 併し 群衆 f 殿に 集つ たら •吾等 f 法王 の 保護者 s 如く 現 はれ、 流血 S 事. が 起らぬ 樣 にす 
るので—。 牽制 通 動に 依 b 吾等は 其處 に令 込み、 凡てが 破 箸 れる 迄は、 吾等は 去らない'* 

一七 一 s 太® 王は 世界的®# si ' 

八 七 



吾等の ィスラ H ルの 王は 世界の 眞の 法王で あり’ 國際敎 の 神父で ある。 

吾等は 奴 f の靑 年を 過渡 時代の 新しい 信敎に 導き、 其の上で 吾等の 宗敎に 導く ので ある。 吾等は 
現在の 宗敎 には 直接 手を 觸れる ことを せず、 批評に 依 &,又紛爭を煽動するこ4に依つて彼等と對 
抗 する。 V 

, I 七 二 猶太 的 新聞の 破 * 的 使命 

國家的事件や宗敎問題に對する奴等の無能を吾等は吾等の新聞に依つて嘬菡する。曝露に當つて 

は吾等の天才的人物のみが知る各種の方法を以てし*最も不正直なる言を用ゐるのである。 

一七三警察制度 

吾等の 政府は 印度の 神ヴ ィシ il ヌ ー 神に 似て 居る。 吾等の 百の 手 S 各*; は、 國家 の 社 會 的櫬關 の 

- / 

ーつ1つを握る。吾等は公式の臀察の助けなしに總てを見る。吾等は公式の餮察を蔺敗させ、奴等 
の歐府にとつて社會の事情を觀察する際に役立た《ものとした。吾等の時代に於ては全人民の三分 
の 一が 他の 11 <分のニを監督する樣な仕組みにする。彼等三分のーの人間は義務の觀念からと*進ん 
で國家奉仕の意思か. €» 、監督に從事するだらぅ。吾等の時代には間謀とな6、又た密吿者となるこ 
とは 恥ず べきで ない。 反つ て 夫れ は 褒めら るべき である。 併し 誤つ た 密吿に 對 しては 密吿 ■の 權 利の 



灌 用を 戒める 意味ょり 重罰を 課する。 

'吾等の 手先は 上流 階級から も 下流 階級 から も 採用され る ー. 官吏から も 出版者から も、 球 刷 業者 
から も、— 業者から も、 手代から も、 勞働 者から も、 馬 車屋から も、 下撲 から— 謂 ふ樣に ：.：. 9 
特 察は 全く 權 1 S れ 、自ら 行動す る ことは 出來 ず、 又 其れ故に 何等の 勢力—、 車に 

ilillli ニ 1111 

理 人— — —。 11111 i 。 1 雪す 

る 見聞を— しない— 對し 5、 若し 彼が蜃 、普 共犯 S 1 I は 之— する。 

1七四ヵジルー間揲制度の8® 

霉 it ! •背信者 及 S 等 1 者— f 以て 蟇す る。 吾等の S 王 S 家— 
斯 くの 如く 11 家に 仕へ t とは 人民の 義務で I 。 

一七 五官 吏の 權カ濫 用 

吾等は 組餓 y 依？ 凡て G 權ヵ S 用— し' 吾等？ 先と 霉の 超人的 Is 說 K 依つ て 奴 
等の is 中 S 人し た霞を 破® して 了ふ。 丨. I 蕾、—— 1 を 

酵—— 用 i 寒—。——— @11— が i . 



だら ぅか 1 …… 社會 制度を 腐敗させる 方法の 中で 最も 重要なる は、 吾等の 最高 手先の 使用で ある 9 
彼等は、 偏狭、 權ヵ S 用'、 特に 最も 重要なる 收賄等 e 惡傾 向を 啓示し* 詳說 す. る ことに 依つ て、 
他の 手先を 感化す- S C とを 許される。 

麵 

プロ トコ— ル？ 八， 

.■.混 亂の酵 生 

V 

I 七 六 ソヴ H —ト警察制度 

吾等の 時代に あつて f ± 、 現在 0露西亞に於けるオフラナ(儀仗兵)の如き特別»備を必耍とす； 
々に、 (特別 * 備は國 家の 威力を 破壊す る 害毒で ある} 吾等は 反つ て 混亂を 裝ひ 、吾等の 雎辯 家に 依 
つて不平を表明する。同樣の思想を有する者は、雄辯家の言に同情する。之に依つて'吾等は捜索 
と 監視 e ロ資を 得る。 捜索と 監視と をず る 吾等 e 手先は、 吾等 eiQ 中 y も 入 b '■ 込ませる。 

|七七煽動家の監 « 

煽動 家 g 多くは、 單に 煽動 e 爲に * 煽動を し •糖 舌 sy 鏡 舌す る e で—。 吾等は 奴等が 何 かの」 



實行運動に移る迄は彼等に決して邪縻を人れない* 、.* 

吾等は 單 K 奴等 sy 監視 人— 止 t 。 權ヵ S する 1 の あつ 芝— 公け 
は •_ 力 G 威光を 下げ f el る。 又 其れ S 力の 無能を 富す f ので t、 尙— るべき こ 
とは' 權 力の 活動の 不正なる ことを 自ら 發 表する ものである。 此の ことは 決して 忘れて ならぬ 

諸君 も 知つ て s - a ' 吾 S 手先た る 盲 5 に 依？ 企まれた？ の 譲に 依つ て、 吾等は 奴等 
の 統治者の 威 嚴を破壤 した。 斯 の如き 人物— & くには、 5 治 的 色 f 有する 自由の 81 へ 
ば、それでょい。奴等が現在用ゐてゐる特別瞀備の方法に依つて、吾等は現存の元首の權カの威光 
を 失は しめる 樣 にす る。 

I 七 八 猶太 王の * 護 

吾等 G 時代が f つ SK 、 霉 S 棄 ，人 僧 感附 かれぬ やう、 麗 §? il - られ 

る。 それは 吾等の 政， 府が— 對抗が 出 -^ ず、 隱れ なければ ならぬ 籠を 有して ゐ ると 謂 ふ 思想を、' 
人民に 1 いやう にす る 必要が あるから* た。 金し、 奴等が 過去と 現在と に 抱く 思想を •吾等 自 

ら 承認す る 1 ぱ 、霉 1權 で なく—、 少< も 近 嘉定 、■來 る. へ* 霉 の專 制に 死刑 皇吿 

• する を、 吾等 自らが 承認す る やうな もの だ。 

九 I 



九 ニ 

外觀 のみに 依れば、 吾等の 政府が 補 力を 行使す るのは， 個人的 又は 専制 的 利益の 爲に する のでな 
く、 全く 人民の 幸® の 爲に する やうに 見える。 吾 尊の 王の 卽位 に當 b 、 人民が 吾等の 政府の 權 力を 
尊敬し、自ら進んで警備するのは以上の理由から ^- ある。又、人民は自分達の幸蝠が全く吾等の政 
府 に 勝つ て ゐ ると 考へ て、 吾等 の政府を崇めるのである。社會の秩序と經濟とは居く吾等の政府に 
かかつ て ゐる ので あ. るから、. 公然と 王を 警備す る ことは、 政府 組 檄の 脆弱なる を 自認す る もので あ 
る。 吾等の 王が 人民の 中に ある 時には、 好奇心 かち 王の 廻りに 集つ て來 .る やうに 見え xrsR 女の 一團 
が、王を取«き、偶然で 2>- るかのやうに、彼等は王の廻りの第一列を占領し、秩序を維屏する爲 
に、 他の 列を 壬から 逮ざ ける やうに する。 之は 人民の 謹愼の 模範と なる。 若し、 人民の 中に 列を * 
き分け請願書を王に差坻さうとする者のある時には、第~列目にある一人が其れを免取り>請願者 
の目の前に於て王に渡さなければならない。'之に依て'總ての人民が彼が差出すもの«必ず王に届 
き、其れ故に、王自ら政治を監督することを知る。「王が御存じである」とか「王が御存知になる_ 
だら う」 とか、 人民が 考 へる 所に、 權 力の 偉光が 存在す る。 

公然 的 W 備に 依れば、 主插 者の 身に 漂 ふ 不可 思 菝 な 偉光は 失 はれる。 大袈裟な 朞 ■を 見れば、 利 
客は 自らが 主權 者ょり 强いと 信ずる® に、 特別に 大瞻に *& る必耍もなく*自カを信じ、陰謀を|||<行 



す— 狙 ふ— ハ— 拿 之—。 se 間 SS 全く 反— 1 傅した。— 

的簧懶 方法に 依つ v 奴等、 如何なる 結果が S たか、 吾等は 能く 知つ てゐる 

1 bills —、 —Hu 

を逃が匕終含とは、許1ない。奈對して、吾1ない。若 ^^ 
12 場合に も、 犯罪者を 11 前に 問 ふこと sflyfuw -cip 

何なる 人物 も—! S 出— 政治問題 11 
も 各 政府— 治 sfw しさ • 

プ ロト n I ル* 十九 

一 ; 、 
民衆と 其の 指導者 - 

l A o 親告と 請睡の 提出 榷 

11111 、雲——、！ 



民の 狀 態を 改良す る爲 G 政府 S 料と する。 吾等は 要求の 問題を 實行 H に 依る か、 報 吿者の 
無智を 證明 する 批評に 依つ て 之に 答へ る。 

I 八 I 謀反の 制止 、 • 
謀反は 大きな 象 y 小犬髮 える 位の も？ f 。 警備-の 點 からでな く、 社會的 見地から、 能く 秩 
序を 保つ た 政府に とつて、 小犬は 象の 眞價を 知 i ない 爲に 吹— に 等しい。 象が 一度 其の 眞價を 示 
めせば、 小犬は 吠える ことを 止め、 象が 近づく のを 見て 尾を 振る •ので ぁる • 

-八|| 政治犯 罪の 輕蔑 

政治犯 人は 英雄的 勇敢 さを 持つ てゐ るが、 其の 偉光を 失は しめる 爲に 、吾等は 此種ヮ & 罪 も、 薄 
盜 殺人 其の 他 6 忌 ぱ しい 犯罪と 同列に 置く 必要が ぁる。 さすれば、 輿論は 此の 種の 犯罪と 他の 
不固 目との 區別 をせ ず、 同様な 養を 政治犯 罪に 與へ 零ぅ になる。 吾等は 奴等が 叛亂を 防ぐ 爲 に. 
此の方法を採用することを妨げる爲に努カし、成功した0 

以上の 方法 S ふ爲 に、 靠は 新聞を、 公開の 演說 を、 又た 巧みに 作られた 淹史敎 科 書を 利用し 
たブ 革命家が 人類 S 幸福 S 爲 めに 死んだ 時に、 吾等は 彼％ 英雄 で t と宣傳 七た。 此の 宣傳に 依つ 
て 自由主義者の 數は 殖え、 奴等の 數千 人を 吾等の 信者の 仲間に 入れる ことが 出來 た。 



プロ 0- コール第= + 

金 融 

|八_|1財政學說と課稅 、 - 

今日、 余は、 余の 報吿 e 最終まで 保留した 點 、却ち 吾等の 故 畫の 終局で あり、 結論で あり、 又、 

最も 難解なる 點を 述べょぅ。 

先ブ 、余が fs かした 問題、 卽ち霉 の 行動の 總 ては 計數に 依つ て 解決され ると 謂 ふ 裏を 
再び 繰 厘したい。 

吾等の 時代 1 S 、 霉 e 絕震 S 、 1 St 人 f 重— 課—— け 

る。政府は、人民広とつて父であり、保護者であることを忘るべきでないィ , 

I 八 四 財産に 對する 累進 踝 税 s 

併し、 政府 組織が 多額の 費用を 要する もので— 故、 何等かの 財源を 必要と する。 それ故に 吾 

等は 財政の 均衡を 保つ やぅ 注意を 耍 する。 

九 五 



，九 六' 

吾等の 政府に 於て、 王は 國家內 にある 級ての 財産の 正式の 所有 主たるべき である。. (こ れは 容易 
に * 現され得る。)王は國家©に金を適當に流通させる爲に、(卽ち、金の停滯を來たさざるやぅに 
丨譯者 註) 必要な 金額を 徴發 する ことを 得る。 それ故に、 課税は 財產に 對して 、累進 的に 行は るべ 
きで ある ことが 解る。 斯く すれば、 課税は 所有物の 高に 比例して、 何等の 妨害な く、 徵收 される こと 
が出來る。金持は、國釔が其の財產と正當なる所得の.權利とを護る故に、それに對して、彼等の所 
得の 一部を 國 1 に 納める 義務が あると 考ふ べきで ある。 余が 謂 ふ 正 當&る 所得とは '財産を 細ての 
掠奪から 合法的 K 保護す る ことで ある。 

こ の社會 改革は、 社會 平和の 保證と 七て 必要な 原則で あり、， 猶豫 なく 行 ふべき であるから、 吾等 
の計聳の第一に置か‘なければならぬ。貧乏人に課税することは革命5種であり、國家にとつて何等 
の利益を齋らさない。之に依つて、1;家は小さな所$得る爲に，大きいものを見逃す結果に方る 
であら 5。資本家に重税を課することは'個人の'富が增大することを防ぐ役をする0吾等は、現に 
資本家の手に富を集中したが、之は單に吾等の政府のカ’卽ち奴等の政府の財カに對抗するものを 
作る 爲で ある。 昔の 割當 課税に 比較 すれば' 、累進課税は 大き '*: 牧人で ある。 奴等の 間に I 揆を® さ 
せ、不平の*を發せしめる時に.吾等はこの割當課稅を利用したのである。 



.... • - ! • ■ - • 、 

1 eluis ‘ヵ S 齊皋和 ei と e 中 yl -。 81 は、 其の 富 

H WA ^^ i * s 、 隻 f n < t 。 I に 

.以上の S « K ,, vui 隹寺气 ' — if 1 气 何と なれは、 之に 依つ 
國 家に 必要なる 財源が 拾 出され 平和は 維持れ 國家 ti > 

て、 公共——— す i 、 ——1!—* 

! る。 慕 I 關し 111 、空—— 

必要が ある。 朝廷の 費用、 政府 機關の 支出 等は 勿論 例外で ある 力 ー 、 
國家內 に—？ g 財産 — e も るから、 f 個人的 財産— 然— 0 王— し 
個人的 財產 f れぱ、 1 、國 家內 e 凡て e 物を 所有 1 ふ事實 が— され 51 になる。 

1 tt . 、 8. SS 1 るが、 彼营 中— si いては 嫌て 11 なる 

か、 收入を 得る 爲に働 くべき である。 | • 

王 e 家族 するとい t —、 ® 家 e 金庫 t _ する si ■ぬ。 

一八 五 累進 印紙税 t 

財産 1、 相續の 受託には、 S 的 印紙税が f れ る。 印紙税を 納めな かつた 金錢 其の 他の 財 

^ 七 



- , 九 八 
產讓 渡に 對して は、 讓渡 の日附 ょ®.、 脫税の 事 * の發 見され た 日 に至る期間、前所有主に|定率の 
税が 課される。 嫌ての 讓渡證 書は、 新舊 所有 主の 氏名 I 載して、 一週 I 回づつ 所在地の 會計院 に 
提出 さる •へ*/ で t 。 取引 e 當事者 e 氏名 e 報吿 S 、 取引が 或 一定 S 以上 fi した 場合に 限られ 
る。 必需品 e 購入の 際は、 其 e 品物 e 價 格に 對 して、 極く 低率 e 簡單 な 印紙税が 徵收 される。， 

抜て 以上 e.f ■法 K 依つ wfs れた收 人が、 奴等 e 政府 eie 收人 ess 多額 に當 る 
かを注目せょ。 > 

|八六团 ' * 

國 庫は、. 其 Q 有する S 金を 以て H 業 £ 行 ふ。 國家 e 財 f 依つ て 行 S れる此 SS 業 S 案 
に 依り、 國家的 利 si 主と 勞磡 者睹 級と が 堅く 結び付けられる。 金額の I 部分は、 發 明と 生產獎 勵 
との 爲に澳 へられなければ ならぬ。 

國 庫に、 一定 額 以外には I 文の 錢も淺 すべきで ない、 何と 九れば、 錢は 流通の 爲に發 行され たも 
ので、 錢の停 滯は國 *機關の運行上に惡影響を與へるからでぁる。錢は國家機關の活動を圓滑にす 
る爲の油でぁる。注油を誤まれば機關の正しい運轉は止まつて終ふ0 
有價證券を以て貨幣の1部に換へたので、現に貨幣の停滯が甚しくなつてゐる0此の停滯の結& 



は旣に 充分 知られて ゐ る。 

I 八 七 會計 檢査晚 

次いで、 吾等は 會計 4_を 製す 气之 S ? 王は 如何なる 場合に も、 1® 收 人と 經费と 
e 完全な. る 報吿書 を 見る ことが 出來る やぅす る。 未決算の 今月分の 報吿と 未拂の 前 月 分の 報吿 とは 
例外で ある。 

國家の財產を掠奪することに興味 *: もたない唯ーの人物は、國家の所有主たる王であるから 王 
が 魘督 されるなら、 國家は 損失と 浪費と から 逃れる ことが 出來 る。 

I A A M 見* 止 

嫌て 謁見は 蠢的 P 、 王 e 貴 1 る 時間 e 損失で t が、 吾等 s 王： a 、 國事 を馨 し、 思考の 餘 
裕 &得る爲に、 |§ 4 見を制限すべきである。|1は、王位の周りを取&?,壬に華美|ひ、 
國 家の 利益で なく、 彼等 S 身 G 利益 注意す f gp 象が、 吾等 q 王 の 力を 彼等 s 思 ひの 值 
fi 委して 置いて はならない。 

一< 九 i ! i 於け る * m 

吾等は、 奴等の 間から 金を 絞り取り、 多 類の* 本を 停滯 させ、 各方 面に 經 W 的 危機 te させた。 

九九. 



. 1〇〇 
.國家は、公 « に依つて、貨幣を摊き上げられた。然して、政府が金を必耍とする時には，吾等の助 
ノ けを 借りなければ ならな くな つた。 公 « は' 政府の 財政に' 利子の 支拂の 栽 務を 負搀 させる。 公債 
の爲に政府は賫本の前に屈從することを餘儀なくされる。エ業を資本家の手に集中することに依つ 
.て •小 エ業を殺して終ひ、人民のカの總てを之に吸收し，又同時に國家のカの總てをも吸收して終 
■つた。 ' 

, 一九 〇 貨 W の 流通 

琪在の貨幣の發行髙は、各人の消费に應じたものでなく、其れ故に、勞働者の耍求を滿たすこと 
• が出來ない。貨幣の發行髙は人ロの增加に應じたも.のとすべきで&る。生れた瞬間ょり消費する赤 
手で も數に 加へ なければ ならぬ。 貨幣制度の 改革は 全世界の 最も 重要なる 間 題で ぁる。 

一九 I 金本位制 

諸君も知つての如く’舍本位制は"之を抹用する政府にとつて危險なものでぁる。何故なら、之 
に 依つ て 貨幣の 需要を 滿足 させる 事が 出來ず 、尙ほ 吾等が 出來 得る 限 りの金を金融界から引去つて 
: 終つ たからで ぁる * 

I 九 II 未来の 货供 



吾等の時代には、1國の勞働ヵの割合に從つて貨幣を造る。其の時には貨 * が紙であ 0 ても"木 
であっても構はない。吾等は、人民各'*!の要求に依つて發行し、一人が生るれば貨幣 5: 增發し、 _:' 
人が 死ねば 之を 個 收す る。 \ 

人口の 增滅の 報 * は 各地 方睡か ち 之を 爲 す樣に する。 

|九 = 奴等 0 財政 

國家の 經费の 支拂が 遢延 する ことを 防ぐ 爲に ，國家 は 支拂 額と 支拂 期日と を 命令に 依つ て定 むべ 
き. である。 斯 くして、 大級 省と 他 省と 6間の情寊關係を|掃する。 

收人 と經 費との 報吿 は、 常に 比較され 得る やぅに、 對 照して 之を 爲 すべき だ。 

吾等が 奴等の 財政改革 案を 提出す る 時に、 何人 *: も 驚かさぬ 樣に すべきで ある。 吾等は、 奴等の 
財政 的紊亂 に 依って 難局が 起つ た爲に 、.改革の 必要が ある ことを 示す。 最初の 財政 的 混亂は 何處か 
fe 起る か。 豫算は 、次 e 如き 理由で 年 一年 膨脹し、 遂に 政府は 之を 停止す るの 餘儀 なきに 至る。 政 
府は前半年は豫算を其の儘實行するが、.次いで淺髙を三箇月間に浪費する爲に、更に修正豫算 5: 要 
求す る。 卽ち 追加 芸を 要求し、 遂には 破産 的 豫算に 導か S 。 翌年 e 豫算が 普通 1の 總 額に 依 
づて 決定され* 追加が 普通 豫箅 年額の 五 割で あるから、 各 年の 豫算 14 十 年毎に 三® に 連す る樣 にな 

、 101 



1〇ニ 

*。奴等の政府の無傾著に依つて行はれる断の如き方法に依て、奴等の金庫は空になつた。次いで 
公憤の發行に依 0 て、淺りの財產も喰はれて終ひ'國家全睡を破產に導くのでぁる。 

I 九 Q 現 政府 0 公值 

公價は凡て政府の無カを證明するものでぁり、政府自ら其の權ヵを了解せざるの結果で » る。公 
ft は、 デモ クレスの « の如く、元首の頭の上にぶら下つてゐる。元首は臨時課税を人民に課する代 
りに、手を延べて、吾等の猶太銀符家の慈悲を仰ぐので 2>' る。外倩は蛭でぁる。此の蛭は，蛭自ら 
落ちるか、政府が思ひ切つて夫れを拂ひ除けょ5とすることを努ヵせざる限り、決して國家の體か、 
ら離るるものでない=けれど '«. 、奴等の政府は、桂の外潰を振り掃はふとせず、自ら招いた流血の 
爲に 、國 M が 瀕死の 狀賭に 陷 らぅと W て も、 政府は 外 潰に 鎚 り 附くの でぁる。 

寊際問題として公«とは何でぁるか。特に外«とは何でぁるか。公懂は、政府の發行する約束手 
形でぁる。公«は借用した元金に對する幾何かの利子を拂ふ義務を負ふ。公偾が五分利でぁるとす 
れば、政府はニ十年間に允金と同額の利子を拂ふ。四十年間には其の倍額'六十年間に其の三倍の 
額 を拂ふ。而も元金は依然として償遢されない *0 
そ £ で、政府は一般髁税の方法に依て、人民から最後の|錢迄絞0取り、外國資本家'との關係を 



決 W し. m す to。 政府が 利子な しに 同じ 金を 最初から 必要に 應 じて 人民ょ-®® *5 方が® つて &- 
るので ある。 

公 潰が 內國 的で ある 限 り、奴等は，單に其の金を貧乏人の该から金持の « に移し -^ に過ぎない 
けれども、 吾等が 公！ 國際的 y する 爲 に、 其 s 筋 Q 人鲞收 し-^ — y、 鬣 2 財産は 吾等 s 
金庫に 移される e で f I して、 奴等の 凡ては 霉に 平伏して、 寅 物を する ょぅにな るので あ 
.る。 奴等 SIS 務老 輕卒 と、- 其 e 大臣 备 敗と、 其 e 官吏 e 財政問題 £ する 無能とは ■ 
其の借金を'到底支拂ひ了ることの边來ぬ程度に迄.吾等の銀行から借入るべく其の國民を餘镲な. 
くした。 奴 f 斯く 導く 爲— 等が 如何 K 費用を 措— かつた か、 又 如何 に 努力を 拂つ たかは ■諸 
君 も 知る 管 だ。 

|九£未來の政莳の公值 

吾等 s 時代 e 到來し sy は、 吾等は 金 s 簋 する i 許 さない。 又 画の 力を® の 吸 ふに 委 
せないょぅにする爲 ^.-- 1分以上6利子を拂はないやぅにすぺ*で|。債券を發行する權利は、 
其の 利益を 以て 利子を 拂ふに 困難を 感じない 工業 會社に のみ 與 へられる ° 何と なれば、 政府は 事業' 
を® す爲 でな く、 支出 s 爲 s® 、借® た 金から 何等 s 利益 墓げ る ことが 出來 ないから である。 

- o 三 



工業 潰 券は 國家に 依って 買 はれる。 國家は 現在は 租税の 徵收 者で あるが、 之に 依って 亦債檷 者た 
び得るのである。斯くして，貨幣の停滯、寄生的生活、怠惰等は根を絕っ。 

一九七奴等の財政的瓣能—奴等の爲政者は猶太マッソンの手代を要す 

動物 的に 低腦な 奴等の 思索 力の 缺乏は 、次の 樣な 場合に 明らかと なる。 卽ち 、奴等は 借りた 元金- 
に 同額 e 利子を 合せた も のを、 其 の金庫の中から吾等に拂はなければならぬこと 5: 考へずに、吾等 
から 利子 附の 金を 借りる ので ある。 政府は 必要な 金額を 其の 納税から 摊き 上げた 方が、 最も 簡單で 
は あるまい か。 

.此れ 實 に、 吾等の 天才を 證する ものである。. 何とな れぱ 、吾等は 外 «問題を、奴等自身の爲にな- 
るものに見せかけることが出來たからである。 

吾等の 時代が 到來 したと き、 吾等. が 提出す る豫算 は、 奴等の 政府の 負搀を 以て 吾等が 數 世紀に 亙 
つて * 地に 經驗 したと ころに 基いて ゐる 。吾等の 豫算は ，吾等の 新 政府の 利益を 實證 する もので あ 
6、 之に 依っ て 奴等の 政府を 弱める 爲に 吾等に 仕組まれた 吾等の 政府には 全く 望し くない 權カの (£ 
用を廢することが出來る。 



吾 5、 吾等 e 財政 制度を 能く 證し '元首— 極く 低い 官吏 も、 僅かな 金額を す— に滩 

11 、— — SIC 指| れ gs、 f I 蠻は 向け！ 

が 出來ぬ やぅすべき である。 

定つた 計— しには 統 I ことは 出來 ない。 目的に 邁進す—、- 其の 進むべき 1 

中 必要な f & し ssyf 。 吾 sseie ——、 彼 e 注意— ら 離し' 

彼— 的覽、 II るょ—。 115 、書と つ 

て、—— 立 Q 1 Is 元 I 代つ て國 11 1、 —¥ 
代に 依？ 作— れ ！ e で！、 未來— ば宜て5 理由で、 先の？ 文？ 1 さ 

せる。 ...... 「何を 貯蓄す るので あるか。」 .：•： 「新しい 公 憤を 貯蓄す るの-で— か。」 .：... と 疑問 を抱く 

人 も あ t 。 R 共 、— e 報？？ 奴 s 、 SS 瞥 抱かない。 奴 si 昧 
つて、 財政 的— り、 奴等 e 人民 S 力に 拘ら ず、 破 S 晉 I る。 砦— は 諸君 も 承知 

であらう。 
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ブロ 卜 n I ル 第- 1 + 1 

公債と 借款 

丨 一九 八 ■ / 供 

余は 再び 前會議 ょ办わ .說 明を » け、 更に 内* に 關す— 細なる 說明 を附け加へやぅ。外*に躭て 
は . 最早、— 何事 4 ベ t とを しない。 何— れば、 S . は 奴等 eie 金を 以て 吾等の 金庫 
集た す Kf ず、 吾等 Giy と？， 外國— 在— •其 故 に 外 困 的な 何物— 在し ないから 
である。吾等は奴等ヴ政府に國家の必要とせざる金を貸.し>彼等からニ倍三倍或は夫れ以上の金を 
檐き上げるのでぁる。政治家の腐敗2元首，の無頓著とは吾等に全く利用された。吾等 ^ 對して、如 
何なる 國家 が斯く ef 仕 f 爲し得衾—か。 勿論 何事 も爲し 得べ* でない。 其 故 y 、 內潰以 
外の ことを 玆に祥 しく 說明 する の 要がない。 

公 潰を 發行 し— f —、 政府 ss —寶 出 yf — 受け-る 1 、公 潰 
が 如何な * 人 Kit 手 XKl 言 に 、 SS く 低額 K す K ?。 其れと 同時 K 最初 esy 對し 



ては、 割 SIS。 晉 泛故| Sts 上げ、— 民％ 串—菌 した 言 y 見 v 掛け で 

ある。 數 日後泛 政府 s 金庫は 一杯に なり、—— ふ SS 。 (其れでは 何故 is ける の 

15 串 込 sf — sss —。 I 發行 SS 1 IS くの 如き 

ものである。 

I 九九 政府© 值務と 嫌 税 

併し' 此 ssisf れた— 、政府 泛單 £湓 務が f 、 其 S 利子 &拂 SS び 新し 
い 公債を 發行 する こき 餘 儀な くされる。 此の 新しい 公憤に 依 つても ニ 兀の il ® す I 
出來 ず' 單 —is 加 S す SIV 政府が 爾を 失 ふと—、 新な— f 、 元金 
S く 元金 e 利子 1 完 w なけれ？— \ 此 eiel ? 1 运 け られ る價務 

_で ある。 , 

1100 公值の惟 « と利子の_落 

娜 ては、 公 潰 e 借 替を行 ふべき 時が 來 る。 此の 借替に 依つ て、 單に 利子 支 拂を少 くす るの みで、 
元金の 決？ する 1 く出來 ない。 又、. 此の 8 は— 者が 同意し なければ、 之を 爲す ことが 
出來 ず、 借替 の發表 が あつた 時に、 證券 e 借替を 欲しない、 も s は 其の 元金の 取戾を 請求す る 若 レ 

1〇 七 



\ 

、 1〇 八 

も凡.ての價權者が彼等の金 5: 取戾さぅと云ふ希望 5: 發表するならば、政府は自らの網に掛り'、債權 
者が 要求す る 金を 支拂 ふこと が 出来なくなる。 幸 ひに 奴等は 財政問題に 就て は餘 り通曉 せず、 新 レ 
い投資の危險を冒すょりは、爲替の損失と利子の低下とを選んで居る。若し新しい投資をすれば、 
奴等は 其の 政府に 一度なら ず 數百离 の缺 損から 解放させる 可能性を 與 へた窖 である。 

祓て外債に於ては、奴等の政府は以上の如き洒落れた眞似は出來ない。何となれば、奴等は吾等， 

が凡ての元金の返濟を請求することを知つて居るからである。 

110 I 國家の 破産 \ . 

斯くて 该產は 起り、 人民と 國家 との 間に 何等の 利益 關係が ない ことが 知れる。 、 

以上の 事實 と、 次に 叙が 說明 せむ とする 事項と に 注意を 向ける やぅに、 余は 諸君に 切望す る。 

ニ 〇 ニ 國债の 整理— 短 朝公债 

現在 內 債の 凡ては 比較的 期限の 短い、 所謂 短期 公 潰と 謂 はれる もので 整理され て 居る . 0 公債は、 
貯蓄 銀行に ある 金と 準備金 庫に ある 金と から 支出され る。 斯かる 金が 政府に 入り、 長い間 政府の 手- 
の中にあれば、單に外偾の利子を拂ふ爲に費消されてしまふ。而して其の後に同額の公價を以て充 
當 される。 



奴等の 政府 e 會計 e 凡てに 穴— ける のは、 此の 公 潰で ぁる。 

=01|1資金珉引所の«止 

霉が se 王位 之 等 e 財政 1 クリを 跡形 もな く廢 正して しま ふ。 何と なれ 
ば， 之— 等み 益 S 二ら で—。 吾等は 同時— 共の 1 取引所— 止 I 。 何— れ ば、 

る。 有價雪 S 格 ss 梅 s ないやぅ y ' ^ 律で 決めなければ ならぬ。 (騰貴は 下落の 基と なる 
其れ故 5 等の 活動の 初めに 於て 吾等は 奴等の 證券を 弄ん •たので ぁる。) 

||0四エ業值#の課稅 

吾等は 取引所 e 代 公共 信用 1 ける。 其の— は、 政府® 從 つて、 11 に 課 
税す るに 愈。 此 el WL lI 億 £|で1場5出し、斯く|に依つて凡て 
c 工業 的— 等 Sts とする。— 依つ て、 霉が如 S — 力を— が 出來| 
諸君には想像がつくでぁらぅ。 



ニ 0 

プロ 卜 n I ル * - I 十- 1 

國際 金権 支配の 福祉 

||〇五^代0祕密—猶太£^ « と財政政策 

\ 余が今迄て-說明して來たことに依って、余は過耋現在の祕密的出來事の眞相美君6前に提供 
しょぅと した。 凡ては 運命の まに まに 動いて 居る が、 吾等は 近き 將來に 結粜を見ることが出來る。 
吾等と奴等との關係と吾等の財政的活動との中に、吾等は吾等の計畫の祕密を漏した。此の閗題に 
對 して 今は 殆んど 言 ふ t き 何物 もない。 

IIO 六 多 S 金— 未来 G 薯 の棄 

吾等は吾等の手中に近代的國家の.最も偉大なるカ、卽ち金を播得した。五,^は吾等の欲する如可 
& S 額で も 吾等の 金庫から 二日の 猶豫が ぁれば 持つ て 來るこ 4 が 出來 る。 

吾等の 政府が 神 れ 證明 S が ぁ 衾— か。 吾等 S 5 SI を 得る 爲 に' 數货 
紀の 間、 使用し なければ ならな かつた 凡ての 惡 t ', 今、 吾等の 偉大なる 富の 力を 以て、# 理し 得 * 




いだらうか。秩序は建設されるであらう、。多少の暴カに依るに拘らず、遂に夫れ过成功するだら 
う。 霉は此 S 1 Q 地忐 、眞 sf 個人の 1 ® し 、同時 5 等に 依つ て 制定され た 法 
律を© 行す ると 云ふ條 件で、 平和と 個人 間の 尊厳と を 保障し、 眞に 吾等が 恩惠 者で ある ことを 證明 
する ので—。 霉は 自由とは 暴飲の 權 利の 中に、 S 放縦の 權 利の 中に 存す— のでない ことを 
說明 しょう。 又 同時に、 個人的 # 嚴と 個人的の 力とは、 信教の自由、 平等の 播利 、其の 他の 破壤的 法則 
等を 要求す る權 利で ない ことを 說明 しょう。 又 同時に、 個人的 權利片 5 しい 集會に 於て 辯 舌 的 
才能を示し、自らと他人權とを煽動する權利でないことを說明しやう。眞の自由は團雅生活の法 
則を、 正直に、 又 正確に、 守る 人を 保護す る 處に存 する。 個人的 尊嚴は 其の 權禾の 認識と 無權- 
利の 權利の 認識と に存 し、 かの 自我と 謂 ふ 思想を 好奇 的に 發展 させる ことに 存 する もので ない。 

ニ 0七群衆と踔榷と1る » 太のカ 

吾等の 支配は 光輝 ある ものである。 何と なれば、 其の 力は 強く、 又 夫れ に 依つ て 統治を し 指導 
をす るいと が 出來 るから、 又、 吾等の 政治を 雄 辯 家 や 群衆の 指導者の 指導に 委せて 置かない からで 
ある。 彼等は 愚かな ことを 叫び、 大きな 主義を 唱 へ、 本當の 意味から 言つ て 夢想家に 過ぎない ので 
ある。 吾等 S 力は 凡て Q 人類の 幸 S と 秩序と を 創める の强制 者で ある。 此の 權 力® 威光は 人民の 尊 



敬を集める6眞のヵは、他の如何なる權利、卽ち神權にすら屈服しない。此の權カのー部分でも滅 
fe さぅ と 努力す る ものは 居ない。 

ブ ロト n 丨 ル* =±-1 

國際 金權の 金縛り 

110 八聱瀑 品 製造の 制限 f 

奴等を 服從に 憤らす 爲に は、 奴等に 節 後を 獎勵 しなければ ならず、 吾等は 贅澤 物の 生產 5: 制限す 
名ことにする。之に依れば奢侈の競爭に依つて腐敗した習俗を革めることが出來る<> 

110 九 小 エ業の再建 

.吾等はエ業家の私有資本に害を與へる小エ棄を再び創始する。現在に於ては，大エ業家が無意識 

€中に群衆を反政府運動に導いて居るので、エ業家の3^資本と謂ふものは吾等に必要でぁる。 

1.1 1 O 失 業 

.小エ業に從事して居る國民には失業はなぃ。彼等は既存の秩序に密接に從囑し、又其れ故に權カ 



.に 從颶し 5 る。 失業は 國家 にと つて 最も 危險？ ので I 。 失業に 依つ て® 力が 我等の 手に 移つ 
た ® 間に、 失業 そのものは 其の 役目を 終る ので ある。 / 

I ニ 一 暴飲の 絷止 

アル コ 1 ルに 醉 ふことは 法律に 依？ 禁じられ、 破廉焉 として Ef れる 。何と なれは 飲酒に 
•耽る A - 間は アル コ 1 ルの 力に 依つ て獸 的になる からで ある。 一、 

余は 再び 謂 ふ、 人民は 彼等ょり 完全に 獨 立した 强い 手に のみ 盲目的に 服從 する。 此の 强い 手の 中 
t — II して 彼 f f 、 彼 f 支へ— が tf 群衆篇へ る。 人民 1 に 天使 
.の如|良な人格|求す '5 |之。却て彼等1?吴と_ヵ矣化身|6である。 
1ニ = 現存政府の崩壤—»太の主權の建拉 

-霉 S ?1 ら 会— esl — けて 1 神 の 力を すら 否認 
し、 中に 無政府 Qf 抱— ん で 居る。 ts 等 1 af 代 &、 先づ ？ i 無政府の 焰を 
消— け SIS 。 斯く す— め に、 奴等の 血— ら流— けれ S ら 3。 其の上 S 家 組 f 
破® する 無政府と 5 爲 = S 能く _ 練 3¢ た 軍隊 を 再興 S すべき だ 

111 三 S 選に 依る 播太の 王 



此の 神 選の 王は 上天ょり 命ぜられる。 而 して 理性に 依らず 本能に 依り、 又 人間性に 依らず 野歡性 
に 依り 養 はれた 盲目 力を 破壤 する。 此の 盲目 力は 現在に 於て は 勝利を 博し、 據 奪を 行 ひ、 自由と _ 
力との 名 下 Is! 嫌て S 威を 振つ て 居る。 此 Q 盲目 力は、 社會に 於け る總 ての 秩序を 破 壌し、 其の 
廢墟の 上に イスラエルの 王の 王座を 設けた。 併し イスラエルの 王が 王座に 登る 瞬間に、 之 等 盲目 力 

の嘗は 終る。 そこで 王の 道から 之 等 盲 力を 露し なければ ならぬ。 王の 行く手には 如何なる 小 
さな 陣碍も あるべき でない。 ， 

其處で 吾等は 人民に 次の 如く 言 ふ 事が 出来る。 「神に 感謝せ ょ。 而 して 顏に 神の 徵 を持つ •人物の 
前に 跪け。 神％ 王を 選ぶ に當 つて、 神 自身が 其の 音 御 差 向け ^ なつた が、 神 選の 王 以外の 如何な 
名人 物 も 凡ての 力と 凡ての 悪と から 諸君を 救 ふ 事が 出來 ない」 と。 

- - 一 • 

プ □ ト n I ル 第 lit 四 

吾等の •王 、 

|ニ a ダヴィ デの 王統 s « 文す る 法 



扨て世界の終に至る迄 «&- 1のないダヴィデの義の根を固める方法に就て述5ょぅ。現在 

迄 吾等 eR 人： & Ie 事？ i し i たが、 霉 |じ方1言 。 卽 ち 吾等 I 人類の 思 

想を指導しょぅ。 ' 

グヴ ィデ e 民族 に颶 す— 人 S 人が、 f 王の 後權 者と を 準備す る。 後 it も 世 i 
に 由らず、 特に 其 e 素泛 依る ベ—。 賢人は 王と 其 SS とに、 政治の 祕密と 政府® 計 f を 
注ぎ込む。 而して 祕密が 他人 K 漏れ s 樣 K する。 斯くす 置 的は 政 洽が祕 f 授けられぬ 者に 委さ 
るべき でない 事を 凡ての 人が 知る 所に ある。 

政治的 計烹 適用と 救 世紀 dis 解と 讓 §® 原則の 社會科 S 、 つまり 自然 
其の も g が •人民 e 關 係を 處理 する 爲に 決めた 法則 S 神を、 f 其 S 植者 .に® み敎 へる の •た 

II |五世9の廢止 

若し— 時代 に、 後継者が 輕卒 でぁつ たり、 氣が弱 かつた り、 又 政治に 適せず、 f して 不都合 
な 性質を 持つ て 居 5 事が 知れた 場合 S 、 王位から ■ける ベ* で I 。 _と 謂 はれる 程に i 
な 断乎たる 政治を 行 ひ 得— のみが、 寒の 賢者から 政治 es を 受ける ことが 出來 る。 

壬が 精神 e 脆弱を 來す 如き 病氣 £ つた 場合には、 法律を 以て 彼が 政治の 手綱 & 他の 有能なる 人 



ニ 六 

間に 渡す 事に すべきで ある。 王の 直接行動の 計畫 と將來 の 計® とは •王の 第 I の 顧 間官に も 知らし 
むべき でない。 - • 

111 六 指 太 王と 三人の 扶育 者 

王と 王の 三人の 扶育 者との みが 未來 t 知る。 

ニ| 七 全人 類の 運命の 化身— H 太 王 

王 自身の 主人で あり、 又 人類の 主人で ある 王の 人格は、 確固たる 其の 意志に 依って 他人の 知ら ざ 
る運命の方向を知って居ると禺人作信ずる。壬が其の命令を發する時'王が何 5: 目的として居るか 
何人も 知らない。 其れ故に 其の 知らない 道に 何人も 邪 № 5: しょぅがない。 王の 智能は 其の 委 された 
政府の計畫に相應したものであるべきだ。其れ故に王は吾等 0 » 者に依る轼驗に依って保瞭される 
時に 始めて 王位に 登る 事が 出來 る。 

人民が 王を 知 &、王を愛する樣にする爲に，王は公共の場所に於て人民と會見すべきである。之 
は 王と 人民と， 此の ニっ の 力の 必 g な團結 を 作る。 現在に 於て は、 吾等 は、 此の 二つの 力を、 恐 
怖を 介在 さして 離間した。 

恐怖は 未だ 暫く q 間 吾等に とって 必要で ある。 ニっ e 力が 別々 になっ ては 唯 吾等 c 勢力 e 中に 落 



a むの みだ。 



一 二八 猶太 王の 人格 • 

ィスラ h ル e 壬は 決して 傳£ 配され ては ならぬ。 特に 色營 支配す る 儘と なつて はならぬ。 
如何なる 場合に も 王 s 本能が 其 s 理性を 支配す る樣 な 事を 許す •へきで ない。 色营智 的 能力と 觀察 • 
力との 明— 1 す。 其 2爲に 人 S 考 へを 人類 s 活動 ef 劣等—、 又 f R 的な 方向 
に 向ける。 人類 G 碧た る ダヴ'' ■デ S 1 種族に 依る 世界 罢人 格は、 其の 人民の 爲に 凡ての 個 

人的 趣味を 犧牲に すべきで ある。 

吾等 S 主權は 非難の 打ち所 のない 模範た るべ™ である。 
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